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(57)【要約】
【課題】液晶を駆動させる要素の発熱に起因する表示画
像の質の劣化を解消することができる表示装置及び表示
制御方法を提供する。
【解決手段】フレーム画像を表示するように駆動される
液晶を含む液晶パネルと、前記フレーム画像に対応する
フレーム画像信号に基づき、前記フレーム画像を表示す
るための画像データを生成する生成部と、前記画像デー
タを前記液晶パネルに書き込み、前記液晶を駆動する駆
動部と、該駆動部の温度を検出する検出部と、を備え、
前記生成部は、前記駆動部の前記温度に応じて、前記駆
動部による前記液晶パネルへの前記画像データの書込回
数を調整することを特徴とする表示装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレーム画像を表示するように駆動される液晶を含む液晶パネルと、
　前記フレーム画像に対応するフレーム画像信号に基づき、前記フレーム画像を表示する
ための画像データを生成する生成部と、
　前記画像データを前記液晶パネルに書き込み、前記液晶を駆動する駆動部と、
　該駆動部の温度を検出する検出部と、を備え、
　前記生成部は、前記駆動部の前記温度に応じて、前記駆動部による前記液晶パネルへの
前記画像データの書込回数を調整することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記フレーム画像は、第１フレーム画像と、該第１フレーム画像の後に表示される第２
フレーム画像と、を含み、
　前記生成部は、前記液晶パネルに表示される前記フレーム画像の輝度レベルを調整する
ように前記フレーム画像信号を処理し、前記画像データを生成する輝度調整部を含み、
　前記駆動部の前記温度に対して定められた第１閾値より前記駆動部の前記温度が大きい
とき、前記輝度調整部は、前記第１フレーム画像に対して定められた第１輝度レベルより
も低い第２輝度レベルに前記第２フレーム画像の前記輝度レベルを設定することを特徴と
する請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記画像データは、第１画像データと、該第１画像データに後続して前記液晶パネルに
書き込まれる第２画像データと、を含み、
　前記輝度調整部は、前記第１フレーム画像を表示するための前記第２画像データに対す
る前記輝度レベルを前記第１輝度レベルに設定し、前記第２フレーム画像を表示するため
の前記第２画像データに対する前記輝度レベルを前記第２輝度レベルに設定することを特
徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第２画像データに対する前記輝度レベルが、該輝度レベルに対して定められた目標
レベルまで低減されると、
　前記生成部は、前記第２画像データの出力を停止し、
　前記駆動部は、前記第１画像データに基づき、前記液晶を駆動し、前記液晶パネルに前
記フレーム画像を表示することを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記液晶パネルは、前記画像データが書き込まれるゲート線を含み、
　前記第２画像データに対する前記輝度レベルが、該輝度レベルに対して定められた目標
レベルまで低減された後、且つ、前記生成部が前記第２画像の出力を停止する前に、
　前記駆動部は、前記第２画像データに対する前記輝度レベルが前記目標レベルに到達す
る前に前記画像データが書き込まれた前記ゲート線の数よりも少ない数の前記ゲート線に
前記第２画像データを書き込むことを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記生成部が、前記第１画像データ及び前記第２画像データを出力しているとき、前記
駆動部は、前記第１画像データを、第１時間長さで書き込み、
　前記生成部が、前記第２画像データの出力を停止すると、前記駆動部は、前記第１画像
データを、前記第１時間長さよりも長い第２時間長さで書き込むことを特徴とする請求項
４又は５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記フレーム画像は、左眼で視聴されるように作成された左フレーム画像と、右眼で視
聴されるように作成された右フレーム画像と、を含み、
　前記液晶パネルは、前記左フレーム画像と前記右フレーム画像とを時間的に切り替えて
交互に表示し、
　フレーム反転方式で前記液晶を駆動する前記駆動部は、前記左フレーム画像を前記液晶
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パネルに表示させるために、第１極性で前記液晶を駆動し、前記右フレーム画像を前記液
晶パネルに表示させるために、前記第１極性とは反対の第２極性で前記液晶を駆動し、
　前記輝度調整部は、前記左フレーム画像に対応する前記第２画像データ及び前記右フレ
ーム画像に対応する前記第２画像データそれぞれに対する前記輝度レベルを前記第２輝度
レベルに設定することを特徴とする請求項３乃至６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記フレーム画像は、左眼で視聴されるように作成された左フレーム画像と、右眼で視
聴されるように前記左フレーム画像とは視差の分だけ異なる内容を表す右フレーム画像と
、を含む第１組のフレーム画像と、前記左フレーム画像と前記右フレーム画像とを含み、
前記第１組のフレーム画像に引き続き表示される第２組のフレーム画像と、を含み、
　前記液晶パネルは、前記左フレーム画像と前記右フレーム画像とを時間的に切り替えて
交互に表示し、
　フレーム反転方式で前記液晶を駆動する前記駆動部は、前記第１組のフレーム画像を表
示するために、第１極性で前記液晶を駆動し、前記第２組のフレーム画像を表示するため
に第２極性で前記液晶を駆動し、
　前記輝度調整部は、前記左フレーム画像及び前記右フレーム画像のうち一方に対応する
前記第２画像データに対する前記輝度レベルを前記第２輝度レベルに設定することを特徴
とする請求項３乃至６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第２組のフレーム画像に対して設定された前記第２輝度レベルは、前記第１組のフ
レーム画像に対して設定された前記第２輝度レベルよりも小さいことを特徴とする請求項
８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記フレーム画像信号は、前記液晶に対応する画素の輝度を規定する階調信号を含み、
　該階調信号にγ補正を行い、前記画像データを生成する前記輝度調整部は、前記階調信
号が規定する階調領域のうち所定の階調値より大きな階調領域に対するγ値を調整し、前
記第２画像データを生成することを特徴とする請求項３乃至９のいずれか１項に記載の表
示装置。
【請求項１１】
　前記フレーム画像信号は、前記液晶に対応する画素の輝度を規定する階調信号を含み、
　該階調信号にγ補正を行い、前記画像データを生成する前記輝度調整部は、前記階調信
号が規定する階調領域の全体に亘ってγ値を調整し、前記第２画像データを生成すること
を特徴とする請求項３乃至９のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記駆動部は、前記第１画像データを、前記第２画像データよりも高速に書き込むこと
を特徴とする請求項３乃至１１のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記生成部は、前記第２画像データよりも低い解像度の前記第１画像データを生成する
解像度調整部を含むことを特徴とする請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記生成部は、前記駆動部の前記温度が前記第１閾値より低い第２閾値を下回ったとき
に、前記第２画像データの出力を再開し、
　前記駆動部は、前記第１画像データに基づき、前記液晶を駆動する第１書込動作と、前
記第２画像データに基づき、前記液晶を駆動する第２書込動作と、を実行することを特徴
とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項１５】
　画像データを液晶パネルに書き込み、液晶を駆動する駆動部の温度を測定する段階と、
　前記駆動部の前記温度に応じて、前記画像データの書込回数を決定する段階と、
　前記決定された書込回数だけ前記画像データを書き込み、フレーム画像を前記液晶パネ
ルに表示させる段階と、を備えることを特徴とする表示制御方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像を表示する表示装置及び表示制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　立体的に知覚される映像を表示する表示装置は、左眼で視聴されるための左フレーム画
像（以下、Ｌフレーム画像と称される）と、右眼で視聴されるための右フレーム画像（以
下、Ｒフレーム画像と称される）とを所定周期（例えば、フィールド周期）で交互に表示
する。表示されるＬフレーム画像及びＲフレーム画像は、視差の分だけ異なる内容を含む
。視聴者は、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像の表示周期に同期して駆動される液晶シ
ャッタを備える眼鏡装置を通じて、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像を視聴する（例え
ば、特許文献１参照）。この結果、視聴者は、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像に表現
されたオブジェクトを立体的に知覚する。
【０００３】
　Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像を、例えば、交互に表示し、視聴者に立体的に映像
を知覚させるためには、これらのフレーム画像の画像データは、比較的短期間に書き込ま
れる必要がある。画像データの短い書込期間に起因して、液晶パネルを用いた表示装置は
、しばしば、液晶への不十分な充電や液晶の応答遅れといった課題に直面する。
【０００４】
　本発明者は、１つのフレーム画像の表示に対して、画像データが、複数回、書き込まれ
ることによって、上述の課題が解消されることを見出している。
【０００５】
　図３４は、１つのフレーム画像に対する複数回の書込動作を示す概略的なタイミングチ
ャートである。図３４を用いて、複数回の書込動作が説明される。
【０００６】
　図３４のセクション（ａ）は、Ｒフレーム画像及びＬフレーム画像の表示に割り当てら
れた期間を示す。図３４のセクション（ａ）に示される如く、立体映像の表示のために、
典型的には、Ｒフレーム画像を表示するための期間及びＬフレーム画像を表示するための
期間が交互に設定される。
【０００７】
　Ｒフレーム画像を表示するための期間において、Ｒフレーム画像に対応する画像データ
が書き込まれる。Ｌフレーム画像を表示するための期間において、Ｌフレーム画像に対応
する画像データが書き込まれる。
【０００８】
　図３４のセクション（ｂ）は、本発明者の表示装置が実行する書込動作を概略的に示す
。図３４のセクション（ｂ）に示される如く、本発明者の表示装置は、１つのフレーム画
像を表示するための期間において、第１書込動作及び第２書込動作を行う。
【０００９】
　第１書込動作は、液晶パネルの上側領域から開始される。画像データが液晶パネルの下
側領域まで書き込まれた後、第２書込動作が開始される。第２書込動作は、第１書込動作
と同様に、液晶パネルの上側領域から開始される。画像データが下側領域まで書き込まれ
ると、後続のフレーム画像を表示するための期間が開始される。後続のフレーム画像を表
示するための期間において、第１書込動作及び第２書込動作が実行される。
【００１０】
　液晶は、フレーム反転駆動方式に従って、駆動される。図３４のセクション（ｂ）にお
いて、Ｒフレーム画像に対応する第１書込動作及び第２書込動作によって、液晶は、正の
極性（「＋」）で駆動される。また、Ｌフレーム画像に対応する第１書込動作及び第２書
込動作によって、液晶は、正の極性（「－」）で駆動される。
【００１１】
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　図３４のセクション（ｂ）に示されるフレーム反転駆動方式に従うとき、第１書込動作
による液晶への充電が不十分であっても、第２書込動作によって、液晶への充電が目標値
に到達する。
【００１２】
　第１書込動作のみが行われるとき、Ｒフレーム画像及びＬフレーム画像が同じ階調値で
あっても、画像データの短い書込期間に起因して、液晶の不十分な充電は潜在的に生ずる
。例えば、Ｒフレーム画像及びＬフレーム画像が全体的に白色の画像であるとき（Ｒフレ
ーム画像及びＬフレーム画像間の視差を考慮せずに）、Ｒフレーム画像からＬフレーム画
像の切替のために、例えば、「－１０Ｖ」から「＋１０Ｖ」への駆動電圧の切替がなされ
る。第１書込動作が行われる期間のみでは、大幅な駆動電圧の変動に液晶の充電が間に合
わず、目標の電位となるまで画像データの書込がなされない。かくして、Ｌフレーム画像
には、「白」以外の色相で表示される領域が現れる。一方で、第１書込動作に続いて、第
２書込動作が行われるならば、第１書込動作での画像データの不十分な書込は、第２書込
動作によって補われることとなる。
【００１３】
　図３４のセクション（ｃ）は、眼鏡装置の液晶シャッタが開かれるタイミングを概略的
に示す。図３４のセクション（ｃ）に示される如く、眼鏡装置の液晶シャッタは、Ｒフレ
ーム画像の表示期間の終了時及びＬフレーム画像の表示期間の終了時にそれぞれ開かれる
。
【００１４】
　本発明者の表示装置は、第２書込動作のための期間を確保するために、第１書込動作は
、比較的短期間で行われる。この結果、液晶パネルの下側領域の液晶の駆動は、比較的早
期に開始される。このことは、液晶パネルの下側領域におけるＲフレーム画像とＬフレー
ム画像の混在（クロストーク）を低減させる。
【００１５】
　第１書込動作のみでフレーム画像が表示されるならば、典型的には、上述の書込不足を
解消するために、第１書込動作の期間は比較的長く設定される。この結果、特に、液晶パ
ネルの下側領域の液晶の応答が遅れ、液晶パネルの下側領域におけるクロストークが顕著
となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】特開２００９－２５４３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　上述の如く、本発明者の表示装置は、１つのフレーム画像を表示するための期間におい
て、第１書込動作及び第２書込動作を行い、画像データの書込不足及びクロストークを好
適に解消する。しかしながら、画像データの書込回数の増加は、液晶を駆動する駆動素子
の発熱量を増大させ、結果として、駆動素子の性能の低下（例えば、中間電位の変動）を
もたらす。中間電位の変動は、例えば、画像データの書込不足や液晶パネルの焼き付きを
潜在的に生じさせる。更に、駆動素子の発熱量の増大は、駆動素子の信頼性を低下させる
原因となる。
【００１８】
　本発明は、液晶を駆動させる要素の発熱に起因する表示画像の質の劣化を解消すること
ができる表示装置及び表示制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明の一の局面に係る表示装置は、フレーム画像を表示するように駆動される液晶を
含む液晶パネルと、前記フレーム画像に対応するフレーム画像信号に基づき、前記フレー
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ム画像を表示するための画像データを生成する生成部と、前記画像データを前記液晶パネ
ルに書き込み、前記液晶を駆動する駆動部と、該駆動部の温度を検出する検出部と、を備
え、前記生成部は、前記駆動部の前記温度に応じて、前記駆動部による前記液晶パネルへ
の前記画像データの書込回数を調整することを特徴とする。
【００２０】
　上記構成によれば、生成部は、フレーム画像に対応するフレーム画像信号に基づき、フ
レーム画像を表示するための画像データを生成する。駆動部が、画像データを液晶パネル
に書き込み、液晶を駆動する結果、液晶パネルは、フレーム画像を表示する。
【００２１】
　検出部は、駆動部の温度を検出する。生成部は、駆動部の温度に応じて、駆動部による
液晶パネルへの画像データの書込回数を調整するので、駆動部の過度の昇温が抑制される
。かくして、駆動部の発熱に起因するフレーム画像の質の劣化が抑制される。
【００２２】
　上記構成において、前記フレーム画像は、第１フレーム画像と、該第１フレーム画像の
後に表示される第２フレーム画像と、を含み、前記生成部は、前記液晶パネルに表示され
る前記フレーム画像の輝度レベルを調整するように前記フレーム画像信号を処理し、前記
画像データを生成する輝度調整部を含み、前記駆動部の前記温度に対して定められた第１
閾値より前記駆動部の前記温度が大きいとき、前記輝度調整部は、前記第１フレーム画像
に対して定められた第１輝度レベルよりも低い第２輝度レベルに前記第２フレーム画像の
前記輝度レベルを設定することが好ましい。
【００２３】
　上記構成によれば、輝度調整部は、液晶パネルに表示されるフレーム画像の輝度レベル
を調整するようにフレーム画像信号を処理し、画像データを生成する。駆動部の温度に対
して定められた第１閾値より駆動部の温度が大きいとき、輝度調整部は、第１フレーム画
像に対して定められた第１輝度レベルよりも低い第２輝度レベルに、第１フレーム画像の
後に表示される第２フレーム画像の輝度レベルを設定する。したがって、駆動部の温度に
対して定められた第１閾値より駆動部の温度が大きいとき、フレーム画像の輝度レベルが
順次低減される。
【００２４】
　上記構成において、前記画像データは、第１画像データと、該第１画像データに後続し
て前記液晶パネルに書き込まれる第２画像データと、を含み、前記輝度調整部は、前記第
１フレーム画像を表示するための前記第２画像データに対する前記輝度レベルを前記第１
輝度レベルに設定し、前記第２フレーム画像を表示するための前記第２画像データに対す
る前記輝度レベルを前記第２輝度レベルに設定することが好ましい。
【００２５】
　上記構成によれば、画像データは、第１画像データと、第１画像データに後続して液晶
パネルに書き込まれる第２画像データと、を含む。輝度調整部は、第１フレーム画像を表
示するための第２画像データに対する輝度レベルを第１輝度レベルに設定する。また、輝
度調整部は、第２フレーム画像を表示するための第２画像データに対する輝度レベルを第
２輝度レベルに設定する。したがって、駆動部の温度に対して定められた第１閾値より駆
動部の温度が大きいとき、フレーム画像の輝度レベルが順次低減される。
【００２６】
　上記構成において、第２画像データに対する輝度レベルが、輝度レベルに対して定めら
れた目標レベルまで低減されると、生成部は、第２画像データの出力を停止し、駆動部は
、第１画像データに基づき、液晶を駆動し、液晶パネルにフレーム画像を表示することが
好ましい。
【００２７】
　上記構成によれば、第２画像データに対する輝度レベルが、輝度レベルに対して定めら
れた目標レベルまで低減されると、生成部は、第２画像データの出力を停止する。上述の
如く、駆動部の温度に対して定められた第１閾値より駆動部の温度が大きいとき、フレー
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ム画像の輝度レベルが順次低減されるので、視聴者は、第２画像データの出力停止をほと
んど知覚することなく、駆動部が第１画像データに基づき液晶を駆動することによって液
晶パネルに表示されたフレーム画像を視聴することができる。また、駆動部による画像デ
ータの書込回数が低減されるので、駆動部の降温が促される。
【００２８】
　上記構成において、前記液晶パネルは、前記画像データが書き込まれるゲート線を含み
、前記第２画像データに対する前記輝度レベルが、該輝度レベルに対して定められた目標
レベルまで低減された後、且つ、前記生成部が前記第２画像の出力を停止する前に、前記
駆動部は、前記第２画像データに対する前記輝度レベルが前記目標レベルに到達する前に
前記画像データが書き込まれた前記ゲート線の数よりも少ない数の前記ゲート線に前記第
２画像データを書き込むことが好ましい。
【００２９】
　上記構成によれば、第２画像データに対する輝度レベルが、輝度レベルに対して定めら
れた目標レベルまで低減された後、且つ、生成部が第２画像の出力を停止する前に、駆動
部は、第２画像データに対する輝度レベルが目標レベルに到達する前に画像データが書き
込まれたゲート線の数よりも少ない数のゲート線に第２画像データを書き込む。この結果
、視聴者は、第２画像データの出力停止をほとんど知覚することなく、駆動部が第１画像
データに基づき液晶を駆動することによって液晶パネルに表示されたフレーム画像を視聴
することができる。
【００３０】
　上記構成において、前記生成部が、前記第１画像データ及び前記第２画像データを出力
しているとき、前記駆動部は、前記第１画像データを、第１時間長さで書き込み、前記生
成部が、前記第２画像データの出力を停止すると、前記駆動部は、前記第１画像データを
、前記第１時間長さよりも長い第２時間長さで書き込むことが好ましい。
【００３１】
　上記構成によれば、生成部が、第１画像データ及び第２画像データを出力しているとき
、駆動部は、第１画像データを、第１時間長さで書き込む。生成部が、第２画像データの
出力を停止すると、駆動部は、第１画像データを、第１時間長さよりも長い第２時間長さ
で書き込むので、第１画像データの不十分な書込が抑制される。
【００３２】
　上記構成において、前記フレーム画像は、左眼で視聴されるように作成された左フレー
ム画像と、右眼で視聴されるように作成された右フレーム画像と、を含み、前記液晶パネ
ルは、前記左フレーム画像と前記右フレーム画像とを時間的に切り替えて交互に表示し、
フレーム反転方式で前記液晶を駆動する前記駆動部は、前記左フレーム画像を前記液晶パ
ネルに表示させるために、第１極性で前記液晶を駆動し、前記右フレーム画像を前記液晶
パネルに表示させるために、前記第１極性とは反対の第２極性で前記液晶を駆動し、前記
輝度調整部は、前記左フレーム画像に対応する前記第２画像データ及び前記右フレーム画
像に対応する前記第２画像データそれぞれに対する前記輝度レベルを前記第２輝度レベル
に設定することが好ましい。
【００３３】
　上記構成によれば、液晶パネルは、左眼で視聴されるように作成された左フレーム画像
と右眼で視聴されるように作成された右フレーム画像とを時間的に切り替えて交互に表示
する。フレーム反転方式で液晶を駆動する駆動部は、左フレーム画像を液晶パネルに表示
させるために、第１極性で液晶を駆動する。また、駆動部は、右フレーム画像を液晶パネ
ルに表示させるために、第１極性とは反対の第２極性で液晶を駆動する。輝度調整部は、
左フレーム画像に対応する第２画像データ及び右フレーム画像に対応する第２画像データ
それぞれに対する輝度レベルを第２輝度レベルに設定する。したがって、駆動部の温度に
対して定められた第１閾値より駆動部の温度が大きいとき、フレーム画像の輝度レベルが
順次低減される。
【００３４】
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　上記構成において、前記フレーム画像は、左眼で視聴されるように作成された左フレー
ム画像と、右眼で視聴されるように前記左フレーム画像とは視差の分だけ異なる内容を表
す右フレーム画像と、を含む第１組のフレーム画像と、前記左フレーム画像と前記右フレ
ーム画像とを含み、前記第１組のフレーム画像に引き続き表示される第２組のフレーム画
像と、を含み、前記液晶パネルは、前記左フレーム画像と前記右フレーム画像とを時間的
に切り替えて交互に表示し、フレーム反転方式で前記液晶を駆動する前記駆動部は、前記
第１組のフレーム画像を表示するために、第１極性で前記液晶を駆動し、前記第２組のフ
レーム画像を表示するために第２極性で前記液晶を駆動し、前記輝度調整部は、前記左フ
レーム画像及び前記右フレーム画像のうち一方に対応する前記第２画像データに対する前
記輝度レベルを前記第２輝度レベルに設定することが好ましい。
【００３５】
　上記構成によれば、フレーム画像は、左眼で視聴されるように作成された左フレーム画
像と、右眼で視聴されるように左フレーム画像とは視差の分だけ異なる内容を表す右フレ
ーム画像と、を含む第１組のフレーム画像と、左フレーム画像と右フレーム画像とを含み
、第１組のフレーム画像に引き続き表示される第２組のフレーム画像と、を含む。液晶パ
ネルは、左フレーム画像と右フレーム画像とを時間的に切り替えて交互に表示する。フレ
ーム反転方式で液晶を駆動する駆動部は、第１組のフレーム画像を表示するために、第１
極性で液晶を駆動する。また、駆動部は、第２組のフレーム画像を表示するために第２極
性で液晶を駆動する。輝度調整部は、左フレーム画像及び右フレーム画像のうち一方に対
応する第２画像データに対する輝度レベルを第２輝度レベルに設定するので、駆動部の温
度に対して定められた第１閾値より駆動部の温度が大きいとき、フレーム画像の輝度レベ
ルが順次低減される。
【００３６】
　上記構成において、前記第２組のフレーム画像に対して設定された前記第２輝度レベル
は、前記第１組のフレーム画像に対して設定された前記第２輝度レベルよりも小さいこと
が好ましい。
【００３７】
　上記構成によれば、第２組のフレーム画像に対して設定された第２輝度レベルは、第１
組のフレーム画像に対して設定された第２輝度レベルよりも小さいので、駆動部の温度に
対して定められた第１閾値より駆動部の温度が大きいとき、フレーム画像の輝度レベルが
順次低減される。
【００３８】
　上記構成において、前記フレーム画像信号は、前記液晶に対応する画素の輝度を規定す
る階調信号を含み、該階調信号にγ補正を行い、前記画像データを生成する前記輝度調整
部は、前記階調信号が規定する階調領域のうち所定の階調値より大きな階調領域に対する
γ値を調整し、前記第２画像データを生成することが好ましい。
【００３９】
　上記構成によれば、輝度調整部は、液晶に対応する画素の輝度を規定する階調信号にγ
補正を行い、画像データを生成する。輝度調整部は、階調信号が規定する階調領域のうち
所定の階調値より大きな階調領域に対するγ値を調整し、第２画像データを生成するので
、フレーム画像の輝度レベルの低減が知覚されやすい階調領域の輝度を順次低減するので
、画像データの書込回数の変動に伴う画質の変化を知覚しにくくなる。
【００４０】
　上記構成において、前記フレーム画像信号は、前記液晶に対応する画素の輝度を規定す
る階調信号を含み、該階調信号にγ補正を行い、前記画像データを生成する前記輝度調整
部は、前記階調信号が規定する階調領域の全体に亘ってγ値を調整し、前記第２画像デー
タを生成することが好ましい。
【００４１】
　上記構成によれば、輝度調整部は、液晶に対応する画素の輝度を規定する階調信号にγ
補正を行い、画像データを生成する。輝度調整部は、階調信号が規定する階調領域の全体
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に亘ってγ値を調整し、第２画像データを生成するので、第２画像データの生成のための
処理が簡素化される。
【００４２】
　上記構成において、前記駆動部は、前記第１画像データを、前記第２画像データよりも
高速に書き込むことが好ましい。
【００４３】
　上記構成によれば、駆動部は、第１画像データを、第２画像データよりも高速に書き込
むので、画像データの書込が比較的遅く行われる領域におけるクロストークが低減される
。
【００４４】
　上記構成において、前記生成部は、前記第２画像データよりも低い解像度の前記第１画
像データを生成する解像度調整部を含むことが好ましい。
【００４５】
　上記構成によれば、解像度調整部は、第２画像データよりも低い解像度の第１画像デー
タを生成するので、第１画像データは、第２画像データよりも高速に書き込まれる。した
がって、画像データの書込が比較的遅く行われる領域におけるクロストークが低減される
。
【００４６】
　上記構成において、前記生成部は、前記駆動部の前記温度が前記第１閾値より低い第２
閾値を下回ったときに、前記第２画像データの出力を再開し、前記駆動部は、前記第１画
像データに基づき、前記液晶を駆動する第１書込動作と、前記第２画像データに基づき、
前記液晶を駆動する第２書込動作と、を実行することが好ましい。
【００４７】
　上記構成によれば、生成部は、駆動部の温度が第１閾値より低い第２閾値を下回ったと
きに、第２画像データの出力を再開する。駆動部は、第１画像データに基づき、液晶を駆
動する第１書込動作と、第２画像データに基づき、液晶を駆動する第２書込動作と、を実
行するので、駆動部の温度が低減されると、より高品質の画像が再度表示される。
【００４８】
　本発明の一の局面に係る表示制御方法は、画像データを液晶パネルに書き込み、液晶を
駆動する駆動部の温度を測定する段階と、前記駆動部の前記温度に応じて、前記画像デー
タの書込回数を決定する段階と、前記決定された書込回数だけ前記画像データを書き込み
、フレーム画像を前記液晶パネルに表示させる段階と、を備えることを特徴とする。
【００４９】
　上記構成によれば、画像データを液晶パネルに書き込み、液晶を駆動する駆動部の温度
が測定される。駆動部の温度に応じて、画像データの書込回数が決定される。決定された
書込回数だけ画像データが書き込まれ、フレーム画像が液晶パネルに表示されるので、駆
動部の過度の昇温が抑制される。かくして、駆動部の発熱に起因するフレーム画像の質の
劣化が抑制される。
【発明の効果】
【００５０】
　上述の如く、本発明に係る表示装置及び表示制御方法は、液晶を駆動させる要素の発熱
に起因する表示画像の質の劣化を解消することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】第１実施形態に係る表示装置を備える映像システムを概略的に示すブロック図で
ある。
【図２】図１に示される映像システムの概略図である。
【図３】図１に示される表示装置の映像信号処理部の概略的なブロック図である。
【図４】図３に示される映像信号処理部のγ調整部２１３のγ補正によって変化する輝度
レベルを示す概略的なチャートである。
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【図５】図１に示される表示装置の液晶パネルの一部を示す概略図である。
【図６】図１に示される表示装置の駆動部による画像データの書込動作を示す概略図であ
る。
【図７】図１に示される表示装置の検出部が第１温度閾値を超える駆動部の温度を検出し
たときの表示制御方法を概略的に示すフローチャートである。
【図８】図１に示される表示装置による第１画像データに対する輝度調整の概念図である
。
【図９】図７に示されるフローチャートのステップＳ１００における第２画像データに対
する輝度調整の概念図である。
【図１０】図７に示されるフローチャートのステップＳ１００における映像システム１０
０の動作を示す概略的なタイミングチャートである。
【図１１】図７に示されるフローチャートのステップＳ１２０における第２画像データに
対する輝度調整の概念図である。
【図１２】図７に示されるフローチャートのステップＳ１２０における映像システムの動
作を示す概略的なタイミングチャートである。
【図１３】図７に示されるフローチャートのステップＳ１２０からステップＳ１５０まで
の工程における映像システムの動作を示す概略的なタイミングチャートである。
【図１４】図１に示される表示装置の検出部が第２温度閾値を下回る駆動部の温度を検出
したときの表示制御方法を概略的に示すフローチャートである。
【図１５】第２実施形態に係る表示装置を備える映像システムを概略的に示すブロック図
である。
【図１６】図１５に示される表示装置の映像信号処理部の概略的なブロック図である。
【図１７】図１６に示される映像信号処理部のγ調整部の出力特性の概略図である。
【図１８】第３実施形態に係る表示装置を備える映像システムを概略的に示すブロック図
である。
【図１９】図１８に示される表示装置の映像信号処理部の概略的なブロック図である。
【図２０】図７に示されるフローチャートのステップＳ１００における映像システムの動
作を示す概略的なタイミングチャートである。
【図２１】図７に示されるフローチャートのステップＳ１５０における映像システムの動
作を示す概略的なタイミングチャートである。
【図２２】図７に示されるフローチャートのステップＳ１２０の実行に伴う輝度変化を示
す概略的なチャートである。
【図２３】第４実施形態に係る表示装置を備える映像システムを概略的に示すブロック図
である。
【図２４】図２３に示される表示装置の映像信号処理部の概略的なブロック図である。
【図２５】図２３に示される表示装置の液晶パネルの一部の概略図である。
【図２６】図２４に示される映像信号処理部の等価部が実行する等価処理として例示され
る平均化処理を通じて設定される画素の輝度変化を示す。
【図２７】図２３に示される表示装置の液晶パネルの一部の概略図である。
【図２８】図２４に示される映像信号処理部の等価部が実行する等価処理として例示され
る選択処理を通じて設定される画素の輝度変化を示す。
【図２９】図２３に示される表示装置の駆動部が行う書込動作を示す概略的なグラフであ
る。
【図３０】図２３に示される表示装置の検出部が第１温度閾値を超える駆動部の温度を検
出したときの表示制御方法を概略的に示すフローチャートである。
【図３１】図３０に示されるフローチャートのステップＳ３００における映像システムの
動作を示す概略的なタイミングチャートである。
【図３２】図３０に示されるフローチャートのステップＳ３２０における映像システムの
動作を示す概略的なタイミングチャートである。
【図３３】図３０に示されるフローチャートのステップＳ３５０からステップＳ３５５ま
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での工程における映像システムの動作を示す概略的なタイミングチャートである。
【図３４】１つのフレーム画像に対する複数回の書込動作を示す概略的なタイミングチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
　以下、表示装置及び表示制御方法の様々な実施形態が図面を参照して説明される。尚、
以下に説明される実施形態において、同様の構成要素に対して同様の符号が付されている
。また、説明の明瞭化のため、必要に応じて、重複する説明は省略される。図面に示され
る構成、配置或いは形状並びに図面に関連する記載は、単に本実施形態の原理を容易に理
解させることを目的とするものであり、表示装置及び映像制御方法の原理はこれらに何ら
限定されるものではない。
【００５３】
　＜第１実施形態＞
　（映像システムの構成）
　図１は、第１実施形態に係る表示装置を含む映像システムの構成を概略的に示すブロッ
ク図である。図２は、図１に示される映像システムを概略的に示す模式図である。図１及
び図２を用いて、映像システムの概略的な構成が説明される。
【００５４】
　映像システム１００は、左眼で視聴されるように作成された左フレーム画像（以下、Ｌ
フレーム画像と称される）と、右眼で視聴されるように作成された右フレーム画像（以下
、Ｒフレーム画像と称される）とを含むフレーム画像を表示する表示装置２００と、表示
装置２００が表示するＬフレーム画像及びＲフレーム画像の視聴を補助する眼鏡装置３０
０とを備える。眼鏡装置３００は、視聴者が左眼でＬフレーム画像を視聴し、右眼でＲフ
レーム画像を視聴するように、表示装置２００によるＬフレーム画像及びＲフレーム画像
の表示に同期した立体視補助動作を行う。この結果、視聴者は、眼鏡装置３００を通じて
、表示装置２００が表示するフレーム画像（Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像）を立体
的に知覚する（視聴者は、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像中で表現されたオブジェク
トを、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像が映し出される表示面に対して、飛び出たよう
に或いは引っ込んだように知覚する）。
【００５５】
　視力矯正用の眼鏡と同様の形状をなす眼鏡装置３００は、視聴者の左眼前に配設される
左シャッタ３１１と、視聴者の右眼前に配設される右シャッタ３１２とを含む光学シャッ
タ部３１０を備える。左シャッタ３１１は、表示装置２００がＬフレーム画像を表示して
いるときに開き、表示装置２００がＲフレーム画像を表示しているときに閉じる。右シャ
ッタ３１２は、表示装置２００がＬフレーム画像を表示しているときに閉じ、表示装置２
００がＲフレーム画像を表示しているときに開く。表示装置２００がＬフレーム画像を表
示しているときに、Ｌフレーム画像から視聴者の左眼へ透過する光路が開かれる一方で、
Ｌフレーム画像から視聴者の右眼へ透過する光路が閉じられるので、視聴者は左眼のみで
Ｌフレーム画像を視聴する。同様に、表示装置２００がＲフレーム画像を表示していると
きに、Ｒフレーム画像から視聴者の右眼へ透過する光路が開かれる一方で、Ｒフレーム画
像から視聴者の左眼へ透過する光路が閉じられるので、視聴者は右眼のみでＲフレーム画
像を視聴する。本実施形態において、左シャッタ３１１は、左フィルタとして例示される
。また、右シャッタ３１２は、右フィルタとして例示される。左フィルタ及び右フィルタ
として、表示装置２００が表示する映像から視聴者の左眼へ到達する光の量（以下、左眼
光量と称される）及び視聴者の右眼へ到達する光の量（以下、右眼光量と称される）を調
整可能に形成された他の光学素子が用いられてもよい。例えば、左フィルタ及び右フィル
タとして、視聴者の左眼及び右眼へ透過する光を偏光する偏光素子（例えば、液晶フィル
タ）や光量を調整可能な他の光学素子が好適に用いられる。左フィルタは、Ｌフレーム画
像の表示に同期して、左眼光量を増大させる一方で、Ｒフレーム画像の表示に同期して、
左眼光量を低減させるように制御される。同様に、右フィルタは、Ｒフレーム画像の表示
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に同期して、右眼光量を増大させる一方で、Ｌフレーム画像の表示に同期して、右眼光量
を低減させるように制御される。
【００５６】
　表示装置２００は、映像信号を処理する映像信号処理部２１０と、映像を表示する表示
部２３０と、を備える。
【００５７】
　映像信号処理部２１０には、基本となる垂直同期周波数を有する映像信号（左眼用映像
信号（以下、Ｌ信号と称される）及び右眼用映像信号（以下、Ｒ信号と称される））が入
力される。映像信号処理部２１０は、入力されたＬ信号とＲ信号とを、基本となる垂直同
期周波数のＫ倍（Ｋは自然数）の周波数で、交互に出力する。本実施形態では、入力され
た６０Ｈｚの映像信号が、１２０ＨｚのＬ信号及びＲ信号に変換される。変換を通じて得
られたＬ信号及びＲ信号は、画像データとして、表示部２３０へ出力される。本実施形態
において、画像データは、第１画像データと、第２画像データと、を含む。第１画像デー
タ及び第２画像データの書込動作は後述される。表示部２３０は、第１画像データ及び第
２画像データを用いて、１つのフレーム画像を表示する。代替的に、映像信号処理部２１
０は、第１画像データ及び第２画像データだけでなく、画像データの書込回数に応じて、
第Ｎ画像データ（Ｎは、３以上の自然数）を出力してもよい。表示部は、第１乃至第Ｎ画
像データを用いて、１つのフレーム画像を表示してもよい。
【００５８】
　表示部２３０は、フレーム画像を表示するように駆動される液晶を含む液晶パネル２３
１と、液晶パネル２３１に向けて光を照射するバックライト光源２３２と、を備える。表
示部２３０は、液晶パネル２３１に画像データを書き込み、液晶を駆動する駆動部２２０
と、駆動部２２０の温度を検出する検出部２２１と、を更に備える。
【００５９】
　検出部２２１は、駆動部２２０の温度を測定し、測定された温度に関する情報を含む検
出信号を映像信号処理部２１０に出力する。映像信号処理部２１０は、駆動部２２０の温
度に基づき、第１画像データ及び第２画像データをともに出力する第１出力モードと第１
画像データのみを出力する第２出力モードとの間で、画像データの出力モードを切り替え
る。
【００６０】
　映像信号処理部２１０が第１画像データ及び第２画像データをともに出力するとき（第
１出力モード）、駆動部２２０は、第１画像データを液晶パネル２３１に書き込む。駆動
部２２０は、第１画像データの書込に引き続き、第２画像データを液晶パネル２３１に書
き込む。かくして、映像信号処理部２１０が第１出力モードで画像データの出力をしてい
る間、駆動部２２０は、１つのフレーム画像の表示に対して、２回の書込動作を行う。以
下の説明において、駆動部２２０による第１画像データの書込動作（駆動部２２０が第１
画像データに基づき、液晶パネル２３１の液晶を駆動する動作）は、「第１書込動作」と
して例示される。また、駆動部２２０による第２画像データの書込動作（駆動部２２０が
第２画像データに基づき、液晶パネル２３１の液晶を駆動する動作）は、「第２書込動作
」として例示される。
【００６１】
　映像信号処理部２１０が第１画像データのみを出力するとき（第２出力モード）、駆動
部２２０は、第１画像データを液晶パネル２３１に書き込む。この結果、液晶パネル２３
１には、第１画像データに基づくフレーム画像が表示される。映像信号処理部２１０は、
その後、後続のフレーム画像に対応する第１画像データを出力する。駆動部２２０は、後
続の第１画像データを液晶パネル２３１に書き込む。液晶パネル２３１には、第１画像デ
ータに基づく後続のフレーム画像が表示される。
【００６２】
　映像信号処理部２１０は、上述の如く、駆動部２２０の温度に応じて、第１出力モード
と第２出力モードとを切り替えて、駆動部２２０による液晶パネル２３１への画像データ
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の書込回数を調整する。本実施形態において、映像信号処理部２１０は、生成部として例
示される。駆動部２２０の温度に応じた出力モードの切替及び画像データの生成は、後述
される。尚、映像信号処理部が、第１乃至第Ｎ画像データ（Ｎは、３以上の自然数）を生
成するならば、映像信号処理部は、３以上の出力モードを切り替えて、画像データの書込
回数を調整してもよい。
【００６３】
　表示部２３０は、バックライト光源２３２を制御する第１制御部２５０を更に備える。
映像信号処理部２１０は、Ｌ信号及びＲ信号の出力に同期して、第１制御部２５０に制御
信号を出力する。第１制御部２５０は、映像信号処理部２１０からの制御信号に基づき、
表示部２３０のバックライト光源２３２を制御する。
【００６４】
　表示装置２００は、眼鏡装置３００を制御するための第２制御部２４０を更に備える。
映像信号処理部２１０は、Ｌ信号及びＲ信号の出力に同期して、第２制御部２４０を制御
するための制御信号を出力する。第２制御部２４０は、映像信号処理部２１０からの制御
信号に基づき、光学シャッタ部３１０を制御する。第１制御部２５０及び／又は第２制御
部２４０へ出力される制御信号は、映像信号処理部２１０による変換後のＬ信号及び／又
はＲ信号自体であってもよい。代替的に、Ｌ信号及び／又はＲ信号の１２０Ｈｚの垂直同
期信号であってもよい。
【００６５】
　以下の説明において、Ｌ信号に含まれる一の垂直同期信号と、該一の垂直同期信号に続
いて入力される後続の垂直同期信号との間の映像情報を含む映像信号は、Ｌフレーム画像
信号と称される。また、Ｒ信号に含まれる一の垂直同期信号と、該一の垂直同期信号に続
いて入力される後続の垂直同期信号との間の映像情報を含む映像信号は、以下の説明にお
いて、Ｒフレーム画像信号と称される。Ｌフレーム画像信号は、Ｌフレーム画像を表現す
るために用いられる。同様に、Ｒフレーム画像信号は、Ｒフレーム画像を表現するために
用いられる。本実施形態において、Ｌフレーム画像信号及び／又はＲフレーム画像信号は
、フレーム画像信号として例示される。
【００６６】
　映像信号処理部２１０は、Ｌフレーム画像信号を処理し、Ｌフレーム画像を表示するた
めのＬ画像データを生成する。映像信号処理部２１０が第１出力モードで動作するとき、
Ｌ画像データは、第１画像データ及び第２画像データとして駆動部２２０に出力される。
本実施形態において、駆動部２２０の温度が比較的高いとき、第１画像データとして出力
されるＬ画像データの輝度レベルと第２画像データとして出力されるＬ画像データの輝度
レベルとの間には差異が設けられる。
【００６７】
　映像信号処理部２１０は、Ｒフレーム画像信号を処理し、Ｒフレーム画像を表示するた
めのＲ画像データを生成する。映像信号処理部２１０が第１出力モードで動作するとき、
Ｒ画像データは、第１画像データ及び第２画像データとして駆動部２２０に出力される。
本実施形態において、駆動部２２０の温度が比較的高いとき、第１画像データとして出力
されるＲ画像データの輝度レベルと第２画像データとして出力されるＲ画像データの輝度
レベルとの間には差異が設けられる。第１画像データと第２画像データとの間で設けられ
る輝度レベルの差異の設定は、後述される。
【００６８】
　映像信号処理部２１０は、入力されたＬ信号及びＲ信号に基づき、Ｌ画像データ及びＲ
画像データをそれぞれ生成する。映像信号処理部２１０は、Ｌ画像データ及びＲ画像デー
タを交互に駆動部２２０に出力する。駆動部２２０は、映像信号処理部２１０の出力に従
って、Ｌ画像データ及びＲ画像データを交互に液晶パネル２３１に書き込む。この結果、
液晶パネル２３１は、Ｌフレーム画像とＲフレーム画像とを時間的に交互に切り替えて表
示する。バックライト光源２３２は、映像信号処理部２１０からの制御信号に基づき、液
晶パネル２３１に光を照射する。駆動部２２０は、水平方向及び垂直方向にフレーム画像
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信号（Ｌ画像データ又はＲ画像データ）を書き込み、液晶パネル２３１の液晶を駆動する
。
【００６９】
　駆動部２２０は、映像信号処理部２１０からの入力信号（第１画像データ及び／又は第
２画像データ）に含まれる垂直同期信号及び水平同期信号にしたがって、第１画像データ
及び第２画像データを、液晶パネル２３１が表示可能な形式に変換する。駆動部２２０は
、液晶パネル２３１上のフレーム画像の表示ごとに変換された第１画像データ及び第２画
像データを用いて、液晶パネル２３１に書き込む。
【００７０】
　本実施形態において、駆動部２２０は、第１画像データ及び第２画像データに対し、γ
補正を行い、第１画像データ及び第２画像データを液晶パネル２３１が表示可能な形式に
変換する。駆動部２２０の温度が比較的高いとき、映像信号処理部２１０は、駆動部２２
０のγ補正を用いた信号処理とは別に、フレーム画像信号に対して、γ補正を行い、第１
画像データと第２画像データとの間に輝度レベルの差異を設定する。映像信号処理部２１
０によるγ補正並びに駆動部２２０によるγ補正を通じた信号処理は、後述される。
【００７１】
　上述の駆動部２２０による液晶の駆動によって、液晶パネル２３１は、入力された第１
画像データ及び／又は第２画像データに応じて、背面から入射する光を変調する。この結
果、液晶パネル２３１は、Ｌフレーム画像とＲフレーム画像とを交互に表示する。液晶パ
ネル２３１には、例えば、ＩＰＳ（In Plane Switching）方式や、ＶＡ（Vertical Align
ment）方式やＴＮ（Twisted Nematic）方式といった様々な駆動方式が好適に適用される
。
【００７２】
　バックライト光源２３２は、液晶パネル２３１の背面から液晶パネル２３１の表示面に
向けて光を照射する。本実施形態において、バックライト光源２３２として、面発光する
ように二次元配列された複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）（図示せず）が用いられている
。代替的に、バックライト光源２３２として、面発光するように配列された複数の蛍光管
が用いられてもよい。バックライト光源２３２として用いられる発光ダイオードや蛍光管
は、液晶パネル２３１の縁部に配設され、面発光を生じさせてもよい（エッジタイプ）。
【００７３】
　第１制御部２５０は、映像信号処理部２１０から出力された１２０Ｈｚの制御信号を基
準に発光制御信号を出力する。バックライト光源２３２は、発光制御信号に基づき明滅可
能である。
【００７４】
　第２制御部２４０は、眼鏡装置３００の光学シャッタ部３１０を、Ｌフレーム画像及び
Ｒフレーム画像の表示周期に合わせて制御する。第２制御部２４０は、左シャッタ３１１
を制御するための左眼用のフィルタ制御部２４１（以下、Ｌフィルタ制御部２４１と称さ
れる）と、右シャッタ３１２を制御するための右眼用のフィルタ制御部２４２（以下、Ｒ
フィルタ制御部２４２と称される）とを備える。液晶パネル２３１がＬフレーム画像及び
Ｒフレーム画像を、例えば、１２０Ｈｚで交互に表示するとき、Ｌフィルタ制御部２４１
は、左シャッタ３１１が６０Ｈｚの周期で左眼光量を調整する（増減させる）ように眼鏡
装置３００を制御する。同様に、Ｒフィルタ制御部２４２は、右シャッタ３１２が６０Ｈ
ｚの周期で右眼光量を調整する（増減させる）ように眼鏡装置３００を制御する。
【００７５】
　図２に示される如く、本実施形態において、表示装置２００は、Ｌフレーム画像の表示
に同期する第１同期信号を送信する第１送信部２４３と、Ｒフレーム画像の表示に同期す
る第２同期信号を送信する第２送信部２４４とを備える。また、眼鏡装置３００は、左シ
ャッタ３１１と右シャッタ３１２との間に配設される受信部３２０を備える。受信部３２
０は、第１同期信号及び第２同期信号を受信する。第１同期信号の波形は、好ましくは、
第２同期信号の波形と異なる。受信部３２０は、受信された同期信号の波形に基づき、第
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１同期信号と第２同期信号とを識別する。かくして、眼鏡装置３００は、第１同期信号に
基づき、左シャッタ３１１を動作させる。また、眼鏡装置３００は、第２同期信号に基づ
き、右シャッタ３１２を動作させる。表示装置２００と眼鏡装置３００との間の同期信号
の無線通信並びに眼鏡装置３００による同期信号（第１同期信号及び第２同期信号）の内
部処理に対して、既知の他の通信技術並びに既知の他の信号処理技術が用いられてもよい
。代替的に、表示装置と眼鏡装置との間の同期信号（第１同期信号及び第２同期信号）の
通信が、有線式に行われてもよい。また、Ｌフレーム画像の表示に同期する第１同期信号
を送信する第１送信部と、Ｒフレーム画像の表示に同期する第２同期信号を送信する第２
送信部とが共通化された１つの送信部が表示装置に組み込まれてもよい。この場合、Ｌフ
レーム画像の表示及びＲフレーム画像の表示は、共通化された同期信号の立ち上がりに交
互に同期されてもよい。
【００７６】
　Ｌフィルタ制御部２４１及びＲフィルタ制御部２４２は、映像信号処理部２１０からの
制御信号を基準とし、左シャッタ３１１による左眼光量の増減周期の位相及び右シャッタ
３１２による右眼光量の増減周期の位相を決定する。Ｌフィルタ制御部２４１及びＲフィ
ルタ制御部２４２は、決定された位相に従い、第１同期信号及び第２同期信号を出力する
。左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２それぞれは、第１同期信号及び第２同期信号に
基づき、Ｌフレーム画像の表示及びＲフレーム画像の表示に同期して、左眼光量及び右眼
光量を増減させる。
【００７７】
　第２制御部２４０は、液晶パネル２３１の応答特性並びに表示されるＬフレーム画像と
Ｒフレーム画像との間のクロストーク（相互干渉）を考慮して、左シャッタ３１１及び右
シャッタ３１２それぞれが左眼光量及び右眼光量を増大させている期間（以下、光量増大
期間と称される）の長さと、光量増大期間のタイミング（位相）を決定する。Ｌフィルタ
制御部２４１は、左眼光量に対する光量増大期間の長さ及びタイミングを制御する。Ｒフ
ィルタ制御部２４２は、右眼光量に対する光量増大期間の長さ及びタイミングを制御する
。
【００７８】
　映像信号処理部２１０の１２０Ｈｚの制御信号に基づき動作する第１制御部２５０は、
左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２による光量調整の動作に同期してバックライト光
源２３２を発光させる発光制御信号を出力する。バックライト光源２３２は、発光制御信
号に基づき、明滅することができる。尚、本実施形態において、バックライト光源２３２
は、第１制御部２５０の制御下で、常時点灯している。したがって、視聴者がフレーム画
像を視聴することができる視聴期間のタイミング及び長さは、眼鏡装置３００の光学シャ
ッタ部３１０の動作によって定められる。
【００７９】
　代替的に、第１制御部は、第２制御部によって調整される光量増大期間中の一部の期間
或いは光量増大期間と略一致する期間において、バックライトを点灯させ、他の期間にお
いてバックライトを消灯させてもよい。このような第１制御部によるバックライトの明滅
制御下において、視聴者がフレーム画像を視聴することができる視聴期間のタイミング及
び長さは、バックライトの明滅動作によって定められる。
【００８０】
　（映像信号処理部）
　図３は、本実施形態に従う表示装置２００の映像信号処理部２１０の機能構成を概略的
に示すブロック図である。図１及び図３を用いて、映像信号処理部２１０が説明される。
【００８１】
　映像信号処理部２１０は、選択部２１２、γ調整部２１３、出力部２１４及び判定部２
１５を備える。
【００８２】
　映像信号（Ｌ信号及びＲ信号）は、選択部２１２及びγ調整部２１３に入力される。上
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述の如く、検出部２２１は、駆動部２２０の温度を測定する。検出部２２１は、その後、
検出された温度の情報を含む検出信号を判定部２１５に出力する。判定部２１５は、駆動
部２２０の温度に対して定められた第１温度閾値のデータを記憶する。判定部２１５は、
検出信号が、第１温度閾値を超える温度を示しているならば、γ調整部２１３に映像信号
に対して、γ補正を実行させるための制御信号を出力する。判定部２１５が出力する制御
信号がγ補正の実行を指示しているならば、γ調整部２１３は、映像信号に対して、γ補
正を実行する。判定部２１５が制御信号を出力していないとき、或いは、判定部２１５が
出力する制御信号がγ補正の実行を指示していないとき、γ調整部２１３は、入力された
映像信号を選択部２１２に出力する。本実施形態において、判定部２１５が記憶する第１
温度閾値は、第１閾値として例示される。
【００８３】
　選択部２１２は、第１画像データの書込に割り当てられた期間において、選択部２１２
に直接的に入力された映像信号を出力部２１４に出力する。また、選択部２１２は、第２
画像データの書込に割り当てられた期間において、γ調整部２１３から入力された映像信
号を出力部２１４に出力する。
【００８４】
　出力部２１４は、第１画像データの書込に割り当てられた期間に選択部２１２から入力
された映像信号を第１画像データとして、駆動部２２０に出力する。また、出力部２１４
は、第２画像データの書込に割り当てられた期間に選択部２１２から入力された映像信号
を第２画像データとして、駆動部２２０に出力する。
【００８５】
　駆動部２２０は、第１画像データの書込に割り当てられた期間に、液晶パネル２３１に
第１画像データを書き込む。また、駆動部２２０は、第２画像データの書込に割り当てら
れた期間に、液晶パネル２３１に第２画像データを書き込む。
【００８６】
　図４は、γ調整部２１３のγ補正によって変化する輝度レベルを示す概略的なチャート
である。図１、図３及び図４を用いて、映像信号処理部２１０が更に説明される。
【００８７】
　図４のセクション（ａ）には、Ｘ番目に表示されるＲフレーム画像（Ｒフレーム画像（
ＸＲ））、Ｘ番目に表示されるＬフレーム画像（Ｌフレーム画像（ＸＬ））、（Ｘ＋１）
番目に表示されるＲフレーム画像（Ｒフレーム画像（ＸＲ＋１））、（Ｘ＋１）番目に表
示されるＬフレーム画像（Ｌフレーム画像（ＸＬ＋１））、（Ｘ＋２）番目に表示される
Ｒフレーム画像（Ｒフレーム画像（ＸＲ＋２））及び（Ｘ＋２）番目に表示されるＬフレ
ーム画像（Ｌフレーム画像（ＸＬ＋２））が示されている。Ｒフレーム画像（ＸＲ）、Ｌ
フレーム画像（ＸＬ）、Ｒフレーム画像（ＸＲ＋１）、Ｌフレーム画像（ＸＬ＋１）、Ｒ
フレーム画像（ＸＲ＋２）及びＬフレーム画像（ＸＬ＋２）は、順次、液晶パネル２３１
に表示される。本実施形態において、Ｒフレーム画像（ＸＲ）は、第１フレーム画像とし
て例示される。また、Ｒフレーム画像（ＸＲ）の後に表示されるＬフレーム画像（ＸＬ）
、Ｒフレーム画像（ＸＲ＋１）、Ｌフレーム画像（ＸＬ＋１）、Ｒフレーム画像（ＸＲ＋
２）又はＬフレーム画像（ＸＬ＋２）は、第２フレーム画像として例示される。
【００８８】
　γ調整部２１３は、映像信号が含む垂直同期信号に規定されるフレーム画像信号ごとに
γ補正を実行し、フレーム画像それぞれの輝度レベルを調整する。この結果、輝度レベル
が調整された第２画像データが生成される。本実施形態において、γ調整部２１３は、輝
度調整部として例示される。
【００８９】
　図４のセクション（ｂ）には、Ｒフレーム画像（ＸＲ）の輝度レベルＢＬｖ（ＸＲ）、
Ｌフレーム画像（ＸＬ）の輝度レベルＢＬｖ（ＸＬ）、Ｒフレーム画像（ＸＲ＋１）の輝
度レベルＢＬｖ（ＸＲ＋１）、Ｌフレーム画像（ＸＬ＋１）の輝度レベルＢＬｖ（ＸＬ＋
１）、Ｒフレーム画像（ＸＲ＋２）の輝度レベルＢＬｖ（ＸＲ＋２）及びＬフレーム画像
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（ＸＬ＋２）の輝度レベルＢＬｖ（ＸＬ＋２）が示される。図４に示される不等式は、こ
れらの輝度レベルの関係を示す。
【００９０】
　図４の不等式で表される如く、γ調整部２１３は、表示されるタイミングが遅いフレー
ム画像ほど輝度レベルが低くなるようにγ補正を行う。γ調整部２１３によって設定され
た輝度レベルが高いほど、液晶パネル２３１は、明るいフレーム画像を表示する。γ調整
部２１３によって設定された輝度レベルが低いほど、液晶パネル２３１は、暗いフレーム
画像を表示する。したがって、液晶パネル２３１は、γ調整部２１３がγ補正を開始する
と、徐々に暗くなる映像を表示する。本実施形態において、Ｒフレーム画像（ＸＲ）の輝
度レベルＢＬｖ（ＸＲ）は、第１輝度レベルとして例示される。Ｌフレーム画像（ＸＬ）
の輝度レベルＢＬｖ（ＸＬ）、Ｒフレーム画像（ＸＲ＋１）の輝度レベルＢＬｖ（ＸＲ＋
１）、Ｌフレーム画像（ＸＬ＋１）の輝度レベルＢＬｖ（ＸＬ＋１）、Ｒフレーム画像（
ＸＲ＋２）の輝度レベルＢＬｖ（ＸＲ＋２）及びＬフレーム画像（ＸＬ＋２）の輝度レベ
ルＢＬｖ（ＸＬ＋２）は、第２輝度レベルとして例示される。
【００９１】
　図３に示される如く、駆動部２２０の温度が第１温度閾値を超えると、γ調整部２１３
がγ補正処理を開始し、輝度レベルが低減された映像信号を出力するのに対し、選択部２
１２に直接的に入力される映像信号には、輝度レベルを低減させるための信号処理は実行
されない。したがって、駆動部２２０の温度が第１温度閾値を超えると、第１画像データ
に対して設定された輝度レベルは、第２画像データに対して設定された輝度レベルよりも
大きくなる。
【００９２】
　図３に示される如く、γ調整部２１３は、γ補正が施与された映像信号の出力（選択部
２１２への出力）と同時に、γ調整部２１３が設定した輝度レベルに関する情報を通知す
るための通知信号を判定部２１５に出力する。判定部２１５は、輝度レベルに対して定め
られた目標輝度に関するデータを記憶する。判定部２１５は、通知信号が含む輝度レベル
の情報と目標輝度に関するデータとを比較する。通知信号によって通知された輝度レベル
が目標輝度を下回っているならば、判定部２１５は、出力部２１４に、第２画像データの
出力を停止させるための制御信号を出力する。
【００９３】
　図５は、液晶パネル２３１の一部を示す概略図である。図１、図３及び図５を用いて、
映像信号処理部２１０及び駆動部２２０が説明される。
【００９４】
　液晶パネル２３１は、水平方向に延びる複数のゲート線と、垂直方向に延びる複数のデ
ータ線と、を含む。図５には、副走査方向に整列したゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６及び主走査
方向に整列したデータ線Ｍ１乃至Ｍ３２が示されている。各ゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６と各
データ線Ｍ１乃至Ｍ３２との交点には、画素Ｐ及び画素Ｐに対応する液晶（図示せず）が
それぞれ割り当てられる。駆動部２２０は、出力部２１４から出力された画像データに応
じて、各ゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６と各データ線Ｍ１乃至Ｍ３２とに電圧を印加し、液晶を
駆動させる。本実施形態において、駆動部２２０は、フレーム反転方式で液晶を駆動する
。フレーム反転方式の液晶の駆動は後述される。
【００９５】
　判定部２１５が、出力部２１４に、第２画像データの出力を停止させるための制御信号
を出力すると、第２画像データが書き込まれるゲート線の数を低減させるように選択部２
１２から出力された映像信号を処理する。例えば、出力部２１４は、判定部２１５から制
御信号を受けた直後に、奇数番号のゲート線（Ｌ１、Ｌ３、Ｌ５・・・Ｌ２ｎ－１）にの
み書込がなされるように第２画像データを出力する。その後、出力部２１４は、例えば、
「３」の倍数のゲート線（Ｌ３、Ｌ６、Ｌ９・・・・）にのみ書込がなされるように後続
の第２画像データを出力する。出力部２１４は、第２画像データの出力ごとに、第２画像
データが書き込まれるゲート線の数が低減されるように選択部２１２から出力された映像
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信号を処理する。出力部２１４は、判定部２１５からの制御信号を受信し、所定回数、第
２画像データを出力すると、第２画像データの出力を停止する。
【００９６】
　判定部２１５は、出力部２１４による第２画像データの出力に同期して、γ調整部２１
３に、γ補正に用いられているγ値を保持するための制御信号を出力する。制御信号を受
けたγ調整部２１３は、γ補正に用いたγ値を保持し、保持されたγ値を用いて映像信号
を処理する。選択部２１２は、第１画像データの書込に割り当てられた期間に、選択部２
１２に直接的に入力された映像信号を出力部２１４に出力する。また、選択部２１２は、
第２画像データの書込に割り当てられた期間に、γ調整部２１３を介して入力された映像
信号を出力する。第２画像データの出力を停止させるための制御信号が入力された出力部
２１４は、上述のゲート線を低減させる処理を行った後、第２画像データを出力せず、第
１画像データのみを出力する。この結果、駆動部２２０は、第１画像データに基づき、液
晶パネル２３１の液晶を駆動する。かくして、液晶パネル２３１には、第１画像データに
基づき生成されたフレーム画像が表示される。
【００９７】
　図６は、駆動部２２０の画像データの書込動作を示す概略図である。図１、図３及び図
５を用いて、駆動部２２０の書込動作が説明される。
【００９８】
　上述の如く、検出部２２１によって検出された駆動部２２０の温度が、判定部２１５が
記憶する第１温度閾値よりも低い間、出力部２１４は、第１画像データ及び第２画像デー
タを出力する。駆動部２２０は、第１画像データを液晶パネル２３１に書き込み、その後
、第２画像データを液晶パネル２３１に書き込む。検出部２２１によって検出された駆動
部２２０の温度が、判定部２１５が記憶する第１温度閾値よりも低い間において、第１書
込動作が実行されている時間長さは、第２書込動作が実行されている時間長さに略等しく
てもよい。図６において、第１書込動作及び第２書込動作が行われている期間は、「ＴＯ
」の記号によってそれぞれ示されている。
【００９９】
　上述の如く、検出部２２１によって検出された駆動部２２０の温度が、判定部２１５が
記憶する第１温度閾値よりも大きくなると、出力部２１４は、第２画像データの出力を停
止する。駆動部２２０は、時間長さ「ＴＯ」で、第１画像データを書き込む。時間長さ「
ＴＯ」での第１書込動作は、所定数のフレーム画像の描画に対して実行されてもよい。
【０１００】
　時間長さ「ＴＯ」での第１書込動作によって、所定数のフレーム画像の描画がなされた
後、駆動部２２０は、第１書込動作の実行期間を長くする。第１書込動作の実行期間は、
第１書込動作の書込回数に応じて、徐々に増加されることが好ましい。この結果、駆動部
２２０の温度の低下が更に促されることとなる。図６において、延長された第１書込動作
の実行期間は、「ＴＥ１」，「ＴＥ２」の記号によって、それぞれ表されている。本実施
形態において、図６に示される第１書込動作の実行期間「ＴＯ」は、第１時間長さとして
例示される。また、第２書込動作の実行期間「ＴＥ１」，「ＴＥ２」は、第２時間長さと
して、それぞれ例示される。
【０１０１】
　図６に示される如く、駆動部２２０の画像データの書込回数が低減されるので、駆動部
２２０の温度は、徐々に低下する。判定部２１５は、駆動部２２０の温度に対して定めら
れた第２温度閾値のデータを記憶する。第２温度閾値は、第１温度閾値よりも低く設定さ
れる。判定部２１５は、検出信号が、第２温度閾値を下回る温度を示しているならば、出
力部２１４に第２画像データの出力の再開を指示する制御信号を出力する。出力部２１４
は、その後、第１画像データとともに、第２画像データが出力されることを通知するため
の通知信号を駆動部２２０に出力する。この結果、駆動部２２０は、出力部２１４から出
力された第１画像データを時間長さ「ＴＯ」で書き込む。また、後続の第２画像データを
時間長さ「ＴＯ」で書き込む。尚、出力部２１４は、第２画像データが書き込まれるゲー
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ト線の数が、第２書込動作の実行回数に応じて、徐々に増加するように選択部２１２から
出力された映像信号を処理してもよい。本実施形態において、第２温度閾値は、第２閾値
として例示される。
【０１０２】
　液晶パネル２３１の全てのゲート線に第２画像データが書き込まれる第２画像データが
出力部２１４から出力されるのと同時に、判定部２１５はγ調整部２１３にγ値の調整の
再開を指示する制御信号を出力する。この結果、γ調整部２１３は、映像信号の処理に用
いられたγ値を元の値に徐々に戻す。
【０１０３】
　（書込回数を低減させるための表示制御方法）
　図７は、検出部２２１が第１温度閾値を超える駆動部２２０の温度を検出したときの表
示制御方法を概略的に示すフローチャートである。図１、図３及び図７を用いて、表示制
御方法が説明される。
【０１０４】
　（ステップＳ１００）
　上述の如く、駆動部２２０は、第１画像データ及び第２画像データを液晶パネル２３１
に書き込む。検出部２２１は、駆動部２２０の温度を測定し、検出信号を判定部２１５に
出力する。本実施形態において、ステップＳ１００は、駆動部の温度を測定する段階とし
て例示される。
【０１０５】
　（ステップＳ１１０）
　ステップＳ１１０において、判定部２１５は、駆動部２２０の温度が第１温度閾値を超
えているか否かを判定する。駆動部２２０の温度が、第１温度閾値を超えていないならば
、ステップＳ１１０が繰り返される。ステップＳ１１０が繰り返されている間、駆動部２
２０は、第１画像データ及び第２画像データを液晶パネル２３１に書き込む。駆動部２２
０の温度が、第１温度閾値を超えているならば、ステップＳ１２０が実行される。ステッ
プＳ１１０の判定処理によって、２回の書込動作がなされるか、１回の書込動作がなされ
るかが決定される。したがって、本実施形態において、ステップＳ１１０は、画像データ
の書込回数を決定する段階として例示される。
【０１０６】
　（ステップＳ１２０）
　ステップＳ１２０において、γ調整部２１３は、γ値を調整し、第２画像データの輝度
レベルを、低減する。その後、ステップＳ１３０が実行される。
【０１０７】
　（ステップＳ１３０）
　ステップＳ１３０において、判定部２１５は、輝度レベルが目標輝度レベルに到達した
か否かを判定する。輝度レベルが目標輝度レベルに到達していないならば、ステップＳ１
２０が再度実行され、輝度レベルが更に低減される。輝度レベルが目標輝度レベルに到達
すると、ステップＳ１４０が実行される。
【０１０８】
　（ステップＳ１４０）
　ステップＳ１４０において、出力部２１４は、第２画像データが書き込まれるゲート線
の数を低減するように選択部２１２からの映像信号を処理する。この結果、駆動部２２０
は、少ない数のゲート線に第２画像データを書き込む。ステップＳ１４０は、数フレーム
画像の表示期間に亘って実行され、第２画像データが書き込まれるゲート線の数は、徐々
に低減される。ステップＳ１４０において、液晶パネル２３１が所定数のフレーム画像を
表示した後、ステップＳ１５０が実行される。
【０１０９】
　（ステップＳ１５０）
　ステップＳ１５０において、出力部２１４は、第２画像データの出力を停止する。尚、
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出力部２１４は、第１画像データの出力を継続する。ステップＳ１５０において、液晶パ
ネル２３１が所定数のフレーム画像を表示すると、ステップＳ１６０が実行される。
【０１１０】
　（ステップＳ１６０）
　ステップＳ１６０において、駆動部２２０は、第１書込動作の期間を延長する。ステッ
プＳ１６０は、数フレーム画像の表示期間に亘って実行され、第１書込動作の実行期間は
、徐々に延長される。ステップＳ１６０において、液晶パネル２３１が所定数のフレーム
画像を表示した後、ステップＳ１７０が実行される。
【０１１１】
　（ステップＳ１７０）
　ステップＳ１７０において、駆動部２２０は、ステップＳ１６０において延長された期
間において、第１画像データを書き込む。ステップＳ１７０及び上述のステップＳ１００
は、ステップＳ１１０の判定結果によって決定された書込回数だけ画像データを書き込み
、フレーム画像を液晶パネル２３１に表示させる工程である。したがって、ステップＳ１
７０及びステップＳ１００は、フレーム画像を液晶パネルに表示させる段階として例示さ
れる。
【０１１２】
　（輝度調整）
　図８は、第１画像データに対する輝度調整の概念図である。図１、図３及び図８を用い
て、第１画像データに対する輝度調整が説明される。
【０１１３】
　図３に関連して説明された如く、第１画像データは、選択部２１２に直接的に入力され
た映像信号に基づき生成される。γ調整部２１３を介さない信号処理ルートにおいて、映
像システム１００は、例えば、「γ値＝２．２」のγ補正を用いて、映像信号が含む階調
信号を液晶パネル２３１の輝度に変換する。
【０１１４】
　第１画像データに基づくフレーム画像の表示において、液晶に対応する画素の輝度を規
定する階調信号から液晶パネル２３１の画素の輝度を決定する主な要素は、駆動部２２０
及び液晶パネル２３１である。
【０１１５】
　出力部２１４は、階調信号を含む第１画像データを出力する。駆動部２２０は、階調信
号に示される「Ｋ値」を電圧値「Ｖ値」に変換する。駆動部２２０は、「Ｖ値」に相当す
る電圧を液晶パネル２３１に印加する。液晶パネル２３１の画素は、印加された電圧に応
じた輝度で発光する。
【０１１６】
　図９は、図７に関連して説明されたステップＳ１００における第２画像データに対する
輝度調整の概念図である。図１、図３、図７乃至図９を用いて、第２画像データに対する
輝度調整が説明される。
【０１１７】
　図３に関連して説明された如く、第２画像データは、γ調整部２１３を介して選択部２
１２に入力された映像信号に基づき生成される。したがって、ステップＳ１００における
第２画像データに基づくフレーム画像の表示において、液晶に対応する画素の輝度を規定
する階調信号から液晶パネル２３１の画素の輝度を決定する主な要素は、駆動部２２０及
び液晶パネル２３１に加えて、γ調整部２１３を含む。
【０１１８】
　ステップＳ１００において、γ調整部２１３は、階調信号に示される「Ｋ値」に等しい
「Ｋ’値」を出力する。したがって、映像システム１００全体では、図８に関連して説明
された第１画像データのγ補正と同様に、「γ値＝２．２」のγ補正が実行される。
【０１１９】
　図１０は、図７に関連して説明されたステップＳ１００における映像システム１００の
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動作を示す概略的なタイミングチャートである。図１、図３、図７乃至図１０を用いて、
ステップＳ１００における映像システム１００の動作が説明される。
【０１２０】
　図１０のセクション（ａ）は、表示されるフレーム画像を示す。図１０のセクション（
ａ）に示される如く、液晶パネル２３１には、Ｒフレーム画像及びＬフレーム画像が交互
に表示される。
【０１２１】
　輝度調整の原理を明瞭に説明するために、図１０に関連する説明では、映像システム１
００は、Ｒフレーム画像及びＬフレーム画像ともに白色の映像を表示する。
【０１２２】
　図１０のセクション（ｃ）は、駆動部２２０による液晶パネル２３１への画像データの
書込動作を概略的に示す。上述の如く、Ｒフレーム画像又はＬフレーム画像を表示するた
めに、駆動部２２０は、第１書込動作（第１画像データの書込）及び第２書込動作（第２
画像データの書込）を行う。書込動作は、液晶パネル２３１の上側領域から開始され、下
側領域で終了する。
【０１２３】
　図１０のセクション（ｂ）は、光学シャッタ部３１０の動作を示す。光学シャッタ部３
１０は、第２書込動作が終了するときに右シャッタ３１２又は左シャッタ３１１を開く。
右シャッタ３１２が開かれている間、視聴者は、Ｒフレーム画像を視聴する。左シャッタ
３１１が開かれている間、Ｌフレーム画像を視聴する。
【０１２４】
　図１０のセクション（ｄ）は、第１書込動作及び第２書込動作が実行されている間に印
加される電圧の極性を示す。Ｒフレーム画像を表示するとき、正の極性の電圧が印加され
る。Ｌフレーム画像を表示するとき、負の極性の電圧が印加される。この結果、中間電位
が維持されやすくなる。本実施形態において、正の極性及び負の極性のうち一方は、第１
極性として例示され、他方は第２極性として例示される。
【０１２５】
　図１０のセクション（ｅ）は、画素に充電される電位を示す。図１０のセクション（ｅ
）には、「＋９５」、「＋１００」、「－９５」及び「－１００」といった数値が示され
る。「＋」及び「－」は、図１０のセクション（ｄ）に関連して説明された電圧の極性を
意味する。「＋９５」、「＋１００」、「－９５」及び「－１００」といった数値は、画
素の充電電位を意味する。図１０のセクション（ｅ）に関連する説明において、「±１０
０」の数値は、「白色」を表現する電位を意味する。「±９５」の数値は、「白色」より
も暗く表現される色相（例えば、灰色）を意味する。
【０１２６】
　図１０のセクション（ｅ）に示される如く、第１書込動作の期間は短いため、最初のＲ
フレーム画像の表示において、充電電位は、目標とする「＋１００」の値に到達しない。
引き続き実行される第２書込動作によって、充電電位は、「＋１００」の値に到達する。
【０１２７】
　その後に表示されるＬフレーム画像の表示のために、駆動部２２０は、印加する電圧の
極性を「正」から「負」に変更する。Ｒフレーム画像と同様の白色のＬフレーム画像を表
示するためには、充電電位は、「＋１００」の値から「－１００」の値に変化する必要が
あるが、Ｌフレーム画像の表示のために実行される第１書込動作の期間は、当該充電電位
の変動を生じさせるには短すぎる。結果として、Ｌフレーム画像の表示のために実行され
る第１書込動作の終了時において、充電電位は、「－９５」の値となっている。その後に
実行される第２書込動作によって、充電電位は、「－１００」の値に到達する。
【０１２８】
　図１０のセクション（ｆ）は、眼鏡装置３００を通じて、視聴者が視聴する輝度を示す
。図１０のセクション（ｆ）に示される「１００」の数値は、「白色」のフレーム画像を
視聴していることを意味する。尚、「１００」以下の数値は、「白色」よりも暗く表現さ
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れる色相（例えば、灰色）を意味する。
【０１２９】
　図７に関連して説明されたステップＳ１５０（第２画像データの出力停止）が、ステッ
プＳ１１０において、第１温度閾値を超える駆動部２２０の温度の検出の直後になされる
ならば、視聴者は、突如、第１書込動作で達成された「±９５」の充電電位に対応する色
相で表現されたフレーム画像を視聴する（即ち、視聴者は、突如、「白色」よりも暗く表
現された色相のフレーム画像を視聴する）。このような突然の輝度変化は、視聴者に映像
に対する違和感を与えるので、図７に関連して説明されたステップＳ１２０及びステップ
Ｓ１３０の処理を通じて、視聴者に知覚される輝度が、第１書込動作で達成される輝度に
近づけられる。
【０１３０】
　図１１は、図７に関連して説明されたステップＳ１２０における第２画像データに対す
る輝度調整の概念図である。図１、図３、図７、図９及び図１１を用いて、第２画像デー
タに対する輝度調整が説明される。
【０１３１】
　ステップＳ１２０が開始されると、γ調整部２１３は、階調信号の「Ｋ値」が、「ＫＴ
」を超える階調領域において、入力された階調信号が示す「Ｋ値」（輝度値）よりも小さ
くなる「Ｋ’値」を出力する。図９に示される階調信号の処理では、γ調整部２１３は、
入力された階調信号の「Ｋ値」と等しい「Ｋ’値」を出力するので、映像システム１００
全体のγ補正（入力された階調信号から液晶パネル２３１の輝度を決定する処理）には実
質的に寄与しないが、ステップＳ１２０が開始されると、「ＫＴ」を超える階調領域にお
いて、「Ｋ’値＜Ｋ値」の関係が満たされるように、γ調整部２１３が入力信号を処理す
るので、「ＫＴ」を超える領域に対応する輝度で表現されるフレーム画像の領域は、暗く
表現される。したがって、γ調整部２１３は、自己の出力特性を変更し、「ＫＴ」を超え
る領域において、映像システム１００のγ補正に用いられるγ値を調整する。「ＫＴ」を
超えない階調領域でのγ調整部２１３の出力特性は、ステップＳ１００とステップＳ１２
０との間で一定である。したがって、「ＫＴ」を超えない領域に対応する輝度で表現され
るフレーム画像の領域は、γ調整部２１３に入力された階調信号の入力値と等しい階調値
が出力される（Ｋ値＝Ｋ’値）。
【０１３２】
　輝度の変化は、一般的に、高輝度領域において知覚されやすく、低輝度領域において知
覚されにくい。したがって、高輝度領域におけるγ調整部２１３の出力特性が変更される
ことにより、視聴者に輝度変化を知覚されやすい画像領域の輝度が、映像信号処理部２１
０に入力される映像信号が規定する輝度よりも低く設定される。一方で、視聴者に輝度変
化を知覚されにくい画像領域の輝度は、映像信号処理部２１０に入力される映像信号によ
って規定される輝度と等しく設定される。
【０１３３】
　図１２は、図７に関連して説明されたステップＳ１２０における映像システム１００の
動作を示す概略的なタイミングチャートである。図１、図３、図７、図１０乃至１２を用
いて、ステップＳ１２０における映像システム１００の動作が説明される。
【０１３４】
　図１２のセクション（ａ）乃至セクション（ｄ）は、図１０のセクション（ａ）乃至セ
クション（ｄ）にそれぞれ対応する。
【０１３５】
　図１２のセクション（ｅ）と図１０のセクション（ｅ）とを比較すると、第２書込動作
によって達成される充電電位が、徐々に低減されていることが分かる。図１１に関連して
説明された如く、γ調整部２１３は、ステップＳ１２０が開始されると、出力特性を変更
し、充電電位を低減させる。したがって、後続のＬフレーム画像及びＲフレーム画像は、
先行するＬフレーム画像及びＲフレーム画像の輝度レベルと比べて低くなる。この結果、
視聴者が視聴するフレーム画像の輝度は、徐々に低減する。
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【０１３６】
　図１３は、図７に関連して説明されたステップＳ１２０からステップＳ１５０までの工
程における映像システム１００の動作を示す概略的なタイミングチャートである。図１、
図３、図７、図１１乃至図１３を用いて、ステップＳ１２０からステップＳ１５０までの
工程における映像システム１００の動作が説明される。
【０１３７】
　図１３のセクション（ａ）乃至セクション（ｄ）は、図１２のセクション（ａ）乃至セ
クション（ｄ）にそれぞれ対応する。
【０１３８】
　図７に関連して説明された如く、ステップＳ１２０において、輝度が低減された後に、
ステップＳ１４０及びステップＳ１５０が実行される。ステップＳ１４０が開始されると
、γ調整部２１３は、出力特性を保持する。ステップＳ１４０が開始されると、ステップ
Ｓ１２０の終了時に第２書込動作によって書き込まれた第２画像データの生成に用いられ
た出力特性と同様の出力特性を用いて、γ調整部２１３は、階調信号を出力する。したが
って、ステップＳ１４０が実行されている間、第２書込動作によって充電電位「±９５」
の値が達成される。したがって、視聴者は、ステップＳ１２０とステップＳ１４０との間
で、輝度変化をほとんど知覚しない。
【０１３９】
　上述の如く、ステップＳ１４０において、第２書込動作によって第２画像データが書き
込まれるゲート線の数が徐々に低減される。したがって、ステップＳ１５０において、第
２書込動作が停止されても、視聴者は、駆動部２２０の動作変化（第２書込動作の停止）
をほとんど知覚しない。
【０１４０】
　（書込回数を増大させるための表示制御方法）
　図１４は、検出部２２１が第２温度閾値を下回る駆動部２２０の温度を検出したときの
表示制御方法を概略的に示すフローチャートである。図１、図３、図５、図７、図９及び
図１４を用いて、表示制御方法が説明される。
【０１４１】
　（ステップＳ２００）
　ステップ２００は、図７に関連して説明されたステップ１７０に対応する。駆動部２２
０は、液晶パネル２３１に第１画像データのみを書き込む。検出部２２１は、駆動部２２
０の温度を測定し、検出信号を判定部２１５に出力する。
【０１４２】
　（ステップＳ２１０）
　ステップＳ２１０において、判定部２１５は、駆動部２２０の温度が第２温度閾値を下
回っているか否かを判定する。駆動部２２０の温度が、第２温度閾値を下回っていないな
らば、ステップＳ２１０が繰り返される。ステップＳ２１０が繰り返されている間、駆動
部２２０は、第１画像データのみを液晶パネル２３１に書き込む。駆動部２２０の温度が
、第２温度閾値を下回っているならば、ステップＳ２２０が実行される。
【０１４３】
　（ステップＳ２２０）
　ステップＳ２２０において、駆動部２２０は、図７に関連して説明されたステップＳ１
６０が実行される前の書込期間（書込期間「ＴＯ」（図５参照））で、第１画像データを
書き込む。この結果、後続する第２画像データが書き込まれる時間が確保される。駆動部
２２０が元の書込時間長さで第１画像データを書き込むと、ステップＳ２３０が実行され
る。
【０１４４】
　（ステップＳ２３０）
　上述のステップＳ２２０において、第２画像データが書き込まれるための期間が確保さ
れる。ステップＳ２３０において、確保された期間に第２画像データを書き込む。尚、ス
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テップＳ２３０では、比較的少ない本数のゲート線に第２画像データが書き込まれる。第
２画像データが書き込まれた後、ステップＳ２４０が実行される。
【０１４５】
　（ステップＳ２４０）
　ステップＳ２４０において、出力部２１４は、第２画像データを調整し、駆動部２２０
が第２画像データを書き込むゲート線の数を徐々に増大させる。全てのゲート線に対して
、駆動部２２０が第２画像データを書き込むことができる第２画像データが出力されると
、ステップＳ２５０が実行される。
【０１４６】
　（ステップＳ２５０）
　ステップＳ２５０において、γ調整部２１３は出力特性を、図９に関連して説明された
出力特性に近づけるように調整する。この結果、液晶パネル２３１に描かれるフレーム画
像の輝度は、高くなる。γ調整部２１３が出力特性を調整すると、ステップＳ２６０が実
行される。
【０１４７】
　（ステップＳ２６０）
　ステップＳ２６０において、判定部２１５は、γ調整部２１３の出力特性が、図９に関
連して説明された出力特性に復帰したか否かを判定する。γ調整部２１３の出力特性が、
図９に関連して説明された出力特性に回復していないならば、ステップＳ２５０が再度行
われる。この結果、液晶パネルに描かれるフレーム画像の輝度は、徐々に増大する。γ調
整部２１３の出力特性が、図９に関連して説明された出力特性に回復しているならば、ス
テップＳ２７０が実行される。
【０１４８】
　（ステップＳ２７０）
　ステップＳ２７０は、図７に関連して説明されたステップＳ１００に相当する。駆動部
２２０は、第１画像データ及び第２画像データを液晶パネル２３１に書き込む。
【０１４９】
　＜第２実施形態＞
　図１５は、第２実施形態に係る表示装置を含む映像システムの構成を概略的に示すブロ
ック図である。図１５を用いて、映像システムの概略的な構成が説明される。尚、第１実
施形態に関連して説明された要素と同様の要素に対しては、同様の符号が付されている。
以下の説明において、第１実施形態との相違点が主に説明される。第１実施形態と同様の
特徴に対して、第１実施形態に関連する説明が援用される。
【０１５０】
　映像システム１００Ａは、第１実施形態に関連して説明された眼鏡装置３００に加えて
、表示装置２００Ａを備える。表示装置２００Ａは、第１実施形態に関連して説明された
表示部２３０及び第２制御部２４０に加えて、映像信号処理部２１０Ａを備える。
【０１５１】
　図１６は、表示装置２００Ａの映像信号処理部２１０Ａの機能構成を概略的に示すブロ
ック図である。図７、図１４乃至図１６を用いて、映像信号処理部２１０Ａが説明される
。
【０１５２】
　映像信号処理部２１０Ａは、第１実施形態に関連して説明された選択部２１２、出力部
２１４及び判定部２１５に加えて、γ調整部２１３Ａを備える。第２実施形態は、γ調整
部２１３Ａの出力特性において、第１実施形態と相違する。尚、表示装置２００Ａは、γ
調整部２１３Ａを用いて、図７及び図１４に関連して説明された書込回数の増減制御を実
行する。
【０１５３】
　図１７は、γ調整部２１３Ａの出力特性を概略的に示す。図３、図７、図１１、図１５
及び図１７を用いて、第１実施形態に従うγ調整部２１３と第２実施形態に従うγ調整部
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２１３Ａとの間の差異が説明される。
【０１５４】
　図７に関連して説明されたステップＳ１２０が開始されると、γ調整部２１３Ａは、出
力特性を変更する。第１実施形態のγ調整部２１３と異なり、γ調整部２１３Ａは、階調
信号が規定する階調領域全体に亘って、入力された階調信号の「Ｋ値」よりも低い「Ｋ’
値」を出力する。この結果、映像システム１００Ａ全体のγ値が階調信号が規定する階調
領域全体に亘って低減される。したがって、第２実施形態によれば、ステップＳ１２０の
実行によって、第２画像データに基づき描かれるフレーム画像の高輝度の画像領域だけで
なく、低輝度の画像領域の輝度も変化する。しかしながら、γ調整部２１３Ａの出力調整
は、輝度領域に対して設けられた閾値「ＫＴ」（図１１参照）に関連する処理を伴わない
ので、ステップＳ１２０における演算処理が簡素化される。
【０１５５】
　＜第３実施形態＞
　図１８は、第３実施形態に係る表示装置を含む映像システムの構成を概略的に示すブロ
ック図である。図１８を用いて、映像システムの概略的な構成が説明される。尚、第１実
施形態に関連して説明された要素と同様の要素に対しては、同様の符号が付されている。
以下の説明において、第１実施形態との相違点が主に説明される。第１実施形態と同様の
特徴に対して、第１実施形態に関連する説明が援用される。
【０１５６】
　映像システム１００Ｂは、第１実施形態に関連して説明された眼鏡装置３００に加えて
、表示装置２００Ｂを備える。表示装置２００Ｂは、第１実施形態に関連して説明された
第２制御部２４０に加えて、表示部２３０Ｂ及び映像信号処理部２１０Ｂを備える。
【０１５７】
　表示部２３０Ｂは、第１実施形態に関連して説明された第１制御部２５０、バックライ
ト光源２３２、液晶パネル２３１及び検出部２２１に加えて、駆動部２２０Ｂを備える。
駆動部２２０Ｂは、第１実施形態に関連して説明された駆動部２２０と、フレーム反転駆
動のパターンにおいて相違する。フレーム反転駆動のパターンの相違は後述される。
【０１５８】
　図１９は、表示装置２００Ｂの映像信号処理部２１０Ｂの機能構成を概略的に示すブロ
ック図である。図１８及び図１９を用いて、映像信号処理部２１０Ｂが説明される。
【０１５９】
　映像信号処理部２１０Ｂは、第１実施形態に関連して説明された出力部２１４及び判定
部２１５に加えて、選択部２１２Ｂ及びγ調整部２１３Ｂを備える。第１実施形態と異な
り、Ｌフレーム画像を表示するためのＬ信号は、γ調整部２１３Ｂを介さず、選択部２１
２Ｂに入力される。一方、Ｒフレーム画像を表示するためのＲ信号に対しては、第１実施
形態と同様に、選択部２１２Ｂに直接的に入力される経路及びγ調整部２１３Ｂを介して
選択部２１２Ｂに入力される経路が用意される。尚、γ調整部２１３Ｂによる信号処理の
原理は、第１実施形態に関連して説明されたγ調整部２１３が実行する信号処理と同様で
ある。代替的に、γ調整部２１３Ｂは、第２実施形態に関連して説明されたγ調整部２１
３Ａが実行する信号処理を行ってもよい。
【０１６０】
　選択部２１２Ｂは、Ｌフレーム画像が表示されるための期間において、第１書込動作に
用いられるＬ信号と、第２書込動作に用いられるＬ信号とを、出力部２１４に出力する。
また、選択部２１２Ｂは、Ｒフレーム画像が表示されるための期間において、第１書込動
作に用いられるＲ信号と、第２書込動作に用いられるＲ信号とを、出力部２１４に出力す
る。第１書込動作に用いられるＲ信号は、選択部２１２Ｂに直接的に入力された信号であ
る。また、第２書込動作に用いられるＲ信号は、γ調整部２１３Ｂを介して、選択部２１
２Ｂに入力された信号である。本実施形態において、Ｒ信号に対してのみ、γ調整部２１
３Ｂによる処理が実行される。代替的に、Ｌ信号に対してのみ、γ調整部による処理が実
行されてもよい。
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【０１６１】
　出力部２１４は、第１書込動作に用いられるＬ信号及びＲ信号に基づき生成された第１
画像データを駆動部２２０Ｂに出力する。また、出力部２１４は、第２書込動作に用いら
れるＬ信号及びＲ信号に基づき生成された第２画像データを駆動部２２０Ｂに出力する。
尚、表示装置２００Ｂは、γ調整部２１３Ｂを用いて、図７及び図１４に関連して説明さ
れた書込回数の増減制御を実行する。
【０１６２】
　図２０は、図７に関連して説明されたステップＳ１００における映像システム１００Ｂ
の動作を示す概略的なタイミングチャートである。図７、図１０、図１８乃至図２０を用
いて、図１０に関連して説明された映像システム１００の動作と、本実施形態の映像シス
テム１００Ｂの動作との差異が説明される。
【０１６３】
　図２０のセクション（ａ）乃至セクション（ｃ）並びにセクション（ｆ）は、図１０の
セクション（ａ）乃至セクション（ｃ）並びにセクション（ｆ）にそれぞれ対応する。
【０１６４】
　図２０のセクション（ｄ）は、第１書込動作及び第２書込動作が実行されている間に印
加される電圧の極性を示す。第１実施形態の駆動部２２０は、フレーム画像ごとに電圧の
極性を変更しているが、第３実施形態の駆動部２２０Ｂは、Ｒフレーム画像及びＬフレー
ム画像の組ごとに電圧の極性を変更する。輝度調整の原理を明瞭化するために、図２０に
関連する説明では、表示装置２００Ｂは、Ｒフレーム画像及びＬフレーム画像ともに白色
の映像を表示する。しかしながら、表示装置２００Ｂが立体映像を表示するならば、１つ
の組に含まれるＲフレーム画像及びＬフレーム画像は、視差の分だけ異なる内容を表して
もよい。図２０のセクション（ａ）には、先行するフレーム画像の組及び後続のフレーム
画像の組の一部が示されている。本実施形態において、先行するフレーム画像の組は、第
１組のフレーム画像として例示される。また、後続のフレーム画像の組は、第２組のフレ
ーム画像として例示される。
【０１６５】
　図２０のセクション（ｄ）に示される如く、駆動部２２０Ｂは、先行するフレーム画像
の組を表示するために、正の極性の電圧を印加し、第１書込動作及び第２書込動作を実行
する。その後、駆動部２２０Ｂは、後続するフレーム画像の組を表示するために、負の極
性の電圧を印加し、第１書込動作及び第２書込動作を実行する。更にその後、駆動部２２
０Ｂは、正の極性の電圧を印加する。かくして、駆動部２２０Ｂは、印加電圧の極性を交
互に切り替える。
【０１６６】
　図２０のセクション（ａ）に示される如く、本実施形態において、Ｒフレーム画像がＬ
フレーム画像に先行して表示される。代替的に、Ｌフレーム画像がＲフレーム画像に先行
して表示されてもよい。
【０１６７】
　図２０のセクション（ｅ）は、画素に充電される電位を示す。図２０のセクション（ｅ
）には、「＋９５」、「＋１００」、「－９５」及び「－１００」といった数値が示され
ている。「＋」及び「－」は、電圧の極性を意味する。「＋９５」、「＋１００」、「－
９５」及び「－１００」といった数値は、画素の充電電位を意味する。図２０のセクショ
ン（ｅ）に関連する説明において、「±１００」の数値は、「白色」を表現する電位を意
味する。「±９５」の数値は、「白色」よりも暗く表現される色相（例えば、灰色）を意
味する。
【０１６８】
　先行するフレーム画像の組のＲフレーム画像に対する第１書込動作の開始時に、駆動部
２２０Ｂは、印加電圧の極性を、「負」から「正」に切り替え、Ｒフレーム画像に対応す
る第１画像データを液晶パネル２３１に書き込む。第１書込動作の結果得られる充電電位
は、目標とする「１００」の充電電位に到達しない。駆動部２２０Ｂは、その後、Ｒフレ
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ーム画像に対応する第２画像データを液晶パネル２３１に書き込む（第２書込動作）。第
２書込動作は、第１書込動作での充電不足を補うので、Ｒフレーム画像の表示期間の終了
時には、充電電位は、目標とする「１００」に到達する。
【０１６９】
　Ｒフレーム画像の表示期間の後、Ｌフレーム画像の表示期間が開始する。Ｒフレーム画
像の表示期間とＬフレーム画像の表示期間との間では、駆動部２２０Ｂは、印加電圧の極
性を切り替えない。したがって、第１実施形態と異なり、駆動部２２０Ｂは、Ｒフレーム
画像の表示と同様に、「正」の電圧を印加して、後続のＬフレーム画像に対応する第１画
像データを液晶パネル２３１に印加する。Ｒフレーム画像とは異なり、印加電圧の極性の
切替に起因する充電不足は生じないので、Ｌフレーム画像のための第１書込動作の終了時
において、充電電位は、目標とする「１００」の値に到達する。その後、Ｌフレーム画像
のための第２書込動作が実行される。第１書込動作によって、充電電位は、目標とする「
１００」の値に到達しているので、第２書込動作の後も、「１００」の充電電位が維持さ
れる。
【０１７０】
　後続のフレーム画像の組のＲフレーム画像に対する第１書込動作の開始時に、駆動部２
２０Ｂは、印加電圧の極性を、「正」から「負」に切り替え、Ｒフレーム画像に対応する
第１画像データを液晶パネル２３１に書き込む。第１書込動作の結果得られる充電電位は
、目標とする「－１００」の充電電位に到達しない。駆動部２２０Ｂは、その後、Ｒフレ
ーム画像に対応する第２画像データを液晶パネル２３１に書き込む（第２書込動作）。第
２書込動作は、第１書込動作での充電不足を補うので、Ｒフレーム画像の表示期間の終了
時には、充電電位は、目標とする「－１００」に到達する。
【０１７１】
　Ｒフレーム画像の表示期間の後、Ｌフレーム画像の表示期間が開始する。Ｒフレーム画
像の表示期間とＬフレーム画像の表示期間との間では、駆動部２２０Ｂは、印加電圧の極
性を切り替えない。したがって、第１実施形態と異なり、駆動部２２０Ｂは、Ｒフレーム
画像の表示と同様に、「負」の電圧を印加して、後続のＬフレーム画像に対応する第１画
像データを液晶パネル２３１に印加する。Ｒフレーム画像とは異なり、印加電圧の極性の
切替に起因する充電不足は生じないので、Ｌフレーム画像のための第１書込動作の終了時
において、充電電位は、目標とする「－１００」の値に到達する。その後、Ｌフレーム画
像のための第２書込動作が実行される。第１書込動作によって、充電電位は、目標とする
「－１００」の値に到達しているので、第２書込動作の後も、「－１００」の充電電位が
維持される。
【０１７２】
　図２１は、図７に関連して説明されたステップＳ１５０における映像システム１００Ｂ
の動作を示す概略的なタイミングチャートである。図７、図１８乃至図２１を用いて、映
像システム１００Ｂの動作が説明される。
【０１７３】
　図２１のセクション（ａ）乃至セクション（ｃ）は、図２０のセクション（ａ）乃至セ
クション（ｃ）にそれぞれ対応する。
【０１７４】
　図７に関連して説明された如く、ステップＳ１５０の間、映像信号処理部２１０Ｂは、
第２画像データの出力を停止する。したがって、駆動部２２０Ｂは、第２書込動作を実行
せず、第１書込動作のみを行う。
【０１７５】
　図２１のセクション（ｄ）は、駆動部２２０Ｂが印加する電圧の極性を示す。第１書込
動作を行う駆動部２２０Ｂは、先行するフレーム画像の組の表示のために、正の極性の電
圧を印加し、後続のフレーム画像の組の表示のために、負の電極を印加する。
【０１７６】
　図２１のセクション（ｅ）は、画素に充電される電位を示す。先行するフレーム画像の
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組のＲフレーム画像に対する第１書込動作の開始時に、駆動部２２０Ｂは、印加電圧の極
性を、「負」から「正」に切り替え、Ｒフレーム画像に対応する第１画像データを液晶パ
ネル２３１に書き込む。第１書込動作の結果得られる充電電位は、目標とする「１００」
の充電電位に到達しない。駆動部２２０Ｂは、その後、Ｌフレーム画像に対応する第１画
像データを液晶パネル２３１に書き込む（第１書込動作）。Ｌフレーム画像に対する第１
書込動作は、Ｒフレーム画像に対する第１書込動作での充電不足を補うので、充電電位は
、目標とする「１００」に到達する。
【０１７７】
　後続するフレーム画像の組の表示期間においても、Ｒフレーム画像は、不十分な充電電
位の下で表示される一方で、Ｌフレーム画像は、目標とする充電電位の下で表示される。
【０１７８】
　図２１のセクション（ｆ）は、眼鏡装置３００を通じて、視聴者が視聴する輝度を示す
。図２１のセクション（ｆ）に示される「１００」の数値は、「白色」のフレーム画像を
視聴していることを意味する。尚、「１００」以下の数値は、「白色」よりも暗く表現さ
れる色相（例えば、灰色）を意味する。
【０１７９】
　図２１のセクション（ｂ）に示される如く、光学シャッタ部３１０の右シャッタ３１２
及び左シャッタ３１１は、Ｒフレーム画像の表示期間及びＬフレーム画像の表示期間の終
了時にそれぞれ開かれる。
【０１８０】
　先行するフレーム画像の組のＲフレーム画像に対応する第１書込動作によって達成され
た充電電位は、右シャッタ３１２が開かれる期間においても維持される。したがって、視
聴者は、「＋９５」の充電電位に対応する色相で表現されたフレーム画像を視聴する（即
ち、視聴者は、「白色」よりも暗く表現された色相のフレーム画像を視聴する）。
【０１８１】
　先行するフレーム画像の組のＬフレーム画像に対応する第１書込動作によって達成され
た充電電位は、左シャッタ３１１が開かれる期間においても維持される。したがって、視
聴者は、「＋１００」の充電電位に対応する色相で表現されたフレーム画像を視聴する（
即ち、視聴者は、「白色」のフレーム画像を視聴する）。
【０１８２】
　視聴者は、Ｒフレーム画像及びＬフレーム画像の平均輝度を先行するフレーム画像の組
（同様に、後続のフレーム画像の組）に対して知覚する。したがって、視聴者が知覚する
輝度は、「９７．５」（「白色」よりも暗く表現された色相のフレーム画像）となる。
【０１８３】
　図７に関連して説明されたステップＳ１２０における処理は、第２書込動作の停止に伴
う輝度変化を視聴者に知覚されにくくするために実行される。
【０１８４】
　図２２は、ステップＳ１２０の実行に伴う輝度変化を示す概略的なチャートである。図
７、図１１、図１７乃至図１９並びに図２１及び図２２を用いて、液晶パネル２３１の輝
度変化が説明される。
【０１８５】
　図２２に示されるように、γ調整部２１３Ｂは、第２画像データを生成するためのＲ信
号に対してのみ、図１１又は図１７に関連して説明された信号処理を実行するので、Ｒフ
レーム画像に対する第２書込動作に対応する輝度の絶対値のみが、順次、低減する。図２
２は、Ｒフレーム画像に対する輝度が「±９５」になるまでステップＳ１２０が実行され
ていることを示す。
【０１８６】
　視聴者は、第２書込動作が終了したときの輝度を知覚する。したがって、ステップＳ１
２０の実行の結果、視聴者は、Ｒフレーム画像とＬフレーム画像とを含むフレーム画像の
組に対して、「９７．５」の輝度を知覚する。かくして、視聴者は、第２書込動作の停止
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に伴う輝度変化をほとんど知覚しない。
【０１８７】
　＜第４実施形態＞
　図２３は、第４実施形態に係る表示装置を含む映像システムの構成を概略的に示すブロ
ック図である。図２３を用いて、映像システムの概略的な構成が説明される。尚、第１実
施形態に関連して説明された要素と同様の要素に対しては、同様の符号が付されている。
以下の説明において、第１実施形態との相違点が主に説明される。第１実施形態と同様の
特徴に対して、第１実施形態に関連する説明が援用される。
【０１８８】
　（映像システムの構成）
　映像システム１００Ｃは、第１実施形態に関連して説明された眼鏡装置３００に加えて
、表示装置２００Ｃを備える。表示装置２００Ｃは、第１実施形態に関連して説明された
第２制御部２４０に加えて、表示部２３０Ｃ及び映像信号処理部２１０Ｃを備える。表示
部は、第１実施形態に関連して説明された、第１制御部２５０、バックライト光源２３２
、液晶パネル２３１及び検出部２２１に加えて、駆動部２２０Ｃを備える。駆動部２２０
Ｃが、第１書込動作を第２書込動作よりも高速に行う点で、第１実施形態の駆動部２２０
と相違する。
【０１８９】
　図２４は、表示装置２００Ｃの映像信号処理部２１０Ｃの機能構成を概略的に示すブロ
ック図である。図２３及び図２４を用いて、映像信号処理部２１０Ｃが説明される。
【０１９０】
　映像信号処理部２１０Ｃは、第１実施形態に関連して説明されたγ調整部２１３に加え
て、出力部２１４Ｃ、判定部２１５Ｃ、選択部２１２Ｃ及び等価部２１１を備える。等価
部２１１は、第１画像データの解像度を低減するための信号処理を実行する。第１画像デ
ータの解像度の低減によって、駆動部２２０Ｃは、第２画像データを書き込むための時間
長さより短い期間で第１画像データを書き込むことができる。本実施形態において、等価
部２１１は、解像度調整部として例示される。等価部２１１は、後述される等価処理（平
均化処理又は選択処理）を映像信号に対して実行する。
【０１９１】
　（等価処理（平均化処理））
　図２５は、液晶パネル２３１の一部を概略的に示す模式図である。図２６は、等価処理
として例示される平均化処理を通じて設定される画素の輝度変化を示す。図２３乃至図２
６を用いて、平均化処理が説明される。
【０１９２】
　液晶パネル２３１は、水平方向に延びる複数のゲート線と、垂直方向に延びる複数のデ
ータ線と、を含む。図２５には、垂直方向に整列したゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６及び水平方
向に整列したデータ線Ｍ１乃至Ｍ３２が示されている。各ゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６と各デ
ータ線Ｍ１乃至Ｍ３２との交点には、画素Ｐ及び画素Ｐに対応する液晶（図示せず）がそ
れぞれ割り当てられる。各ゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６と各データ線Ｍ１乃至Ｍ３２とに印加
される電圧に応じて、液晶の駆動量が定められる。
【０１９３】
　図２６には、ゲート線Ｌ１乃至Ｌ４とデータ線Ｍ１及びＭ２とのそれぞれの交点に対応
する画素Ｐ１乃至Ｐ８が示されている。図２４に示される如く、等価部２１１にはフレー
ム映像信号（Ｌフレーム画像信号及びＲフレーム画像信号）が直接的に入力される。等価
部２１１は、垂直方向に整列した複数の画素を含む画素グループ（図２６中、点線で囲ま
れる画素の組）を設定する。図２６には、データ線Ｍ１上に整列した画素Ｐ１，Ｐ２の組
を含む画素グループＧ１，データ線Ｍ１上に整列した画素Ｐ３，Ｐ４の組を含む画素グル
ープＧ２，データ線Ｍ２上に整列した画素Ｐ５，Ｐ６の組を含む画素グループＧ３及びデ
ータ線Ｍ２上に整列した画素Ｐ７，Ｐ８の組を含む画素グループＧ４が示されている。
【０１９４】
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　図２６中の各画素内に示された数値は、画素に対して割り当てられた輝度を示す。フレ
ーム画像信号は、例えば、画素Ｐ１，Ｐ３に対して、「４０」の輝度を規定し、画素Ｐ２
，Ｐ４，Ｐ６，Ｐ８に対して、「６０」の輝度を規定し、画素Ｐ５，Ｐ７に対して、「８
０」の輝度を規定している。等価部２１１は、各画素グループＧ１，Ｇ２，Ｇ３，Ｇ４内
で輝度を平均化する。等価部２１１は、画素グループＧ１中の画素Ｐ１，Ｐ２に対して規
定された「４０」の輝度と「６０」の輝度とを平均化し、「５０」の輝度を画素Ｐ１，Ｐ
２に設定する。等価部２１１は、画素グループＧ２中の画素Ｐ３，Ｐ４に対して規定され
た「４０」の輝度と「６０」の輝度とを平均化し、「５０」の輝度を画素Ｐ３，Ｐ４に設
定する。等価部２１１は、画素グループＧ３中の画素Ｐ５，Ｐ６に対して規定された「８
０」の輝度と「６０」の輝度とを平均化し、「７０」の輝度を画素Ｐ５，Ｐ６に設定する
。等価部２１１は、画素グループＧ４中の画素Ｐ７，Ｐ８に対して規定された「８０」の
輝度と「６０」の輝度とを平均化し、「７０」の輝度を画素Ｐ７，Ｐ８に設定する。図２
５に示される如く、上述の平均化処理は、各ゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６と各データ線Ｍ１乃
至Ｍ３２との交点に対応する全ての画素Ｐに対して実行される。
【０１９５】
　（等価処理（選択処理））
　図２７は、液晶パネル２３１の一部を概略的に示す模式図である。図２８は、等価処理
として例示される選択処理を通じて設定される画素の輝度変化を示す。図２３、図２４、
図２７及び図２８を用いて、選択処理が説明される。
【０１９６】
　液晶パネル２３１は、水平方向に延びる複数のゲート線と、垂直方向に延びる複数のデ
ータ線と、を含む。図２７には、垂直方向に整列したゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６及び水平方
向に整列したデータ線Ｍ１乃至Ｍ３２が示されている。各ゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６と各デ
ータ線Ｍ１乃至Ｍ３２との交点には、画素Ｐ及び画素Ｐに対応する液晶（図示せず）がそ
れぞれ割り当てられる。各ゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６と各データ線Ｍ１乃至Ｍ３２とに印加
される電圧に応じて、液晶の駆動量が定められる。
【０１９７】
　図２８には、ゲート線Ｌ１乃至Ｌ４とデータ線Ｍ１及びＭ２とのそれぞれの交点に対応
する画素Ｐ１乃至Ｐ８が示されている。等価部２１１は、垂直方向に整列した複数の画素
を含む画素グループ（図２８中、点線で囲まれる画素の組）を設定する。図２８には、デ
ータ線Ｍ１上に整列した画素Ｐ１，Ｐ２の組を含む画素グループＧ１，データ線Ｍ１上に
整列した画素Ｐ３，Ｐ４の組を含む画素グループＧ２，データ線Ｍ２上に整列した画素Ｐ
５，Ｐ６の組を含む画素グループＧ３及びデータ線Ｍ２上に整列した画素Ｐ７，Ｐ８の組
を含む画素グループＧ４が示されている。
【０１９８】
　図２８中の各画素Ｐ１乃至Ｐ８内に示された数値は、画素Ｐ１乃至Ｐ８それぞれに対し
て割り当てられた輝度を示す。フレーム画像信号は、例えば、画素Ｐ１，Ｐ３に対して、
「４０」の輝度を規定し、画素Ｐ２，Ｐ４，Ｐ６，Ｐ８に対して、「６０」の輝度を規定
し、画素Ｐ５，Ｐ７に対して、「８０」の輝度を規定している。等価部２１１は、各画素
グループＧ１，Ｇ２，Ｇ３，Ｇ４内で輝度を選択する。等価部２１１は、奇数番号のゲー
ト線上の画素Ｐ１，Ｐ３，Ｐ５，Ｐ７に対して規定された輝度を選択し、画素グループＧ
１，Ｇ２，Ｇ３，Ｇ４内の他の画素Ｐ２，Ｐ４，Ｐ６，Ｐ８に選択された輝度をそれぞれ
割り当てる。したがって、画素グループＧ１内の画素Ｐ１，Ｐ２並びに画素グループＧ２
内の画素Ｐ３，Ｐ４内の画素Ｐ３，Ｐ４の輝度は、「４０」に設定される。また、画素グ
ループＧ３内の画素Ｐ５，Ｐ６並びに画素グループＧ４内の画素Ｐ７，Ｐ８の輝度は、「
８０」に設定される。代替的に、等価部２１１は、フレーム画像信号が画素グループ内の
画素に対して定めた輝度のうち、大きい方或いは小さい方を選択してもよい。更に代替的
に、等価部２１１は、他の適切な基準に基づき、第１画像データを生成するための輝度を
選択してもよい。図２７に示される如く、上述の選択処理は、ゲート線Ｌ１乃至Ｌ１６と
各データ線Ｍ１乃至Ｍ３２との交点に対応する全ての画素Ｐに対して実行される。
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【０１９９】
　（第１書込動作及び第２書込動作）
　第１画像データを書き込むための第１書込動作及び第２画像データを書き込むための第
２書込動作が以下に説明される。
【０２００】
　等価部２１１は、フレーム画像信号に対して、上述の平均化処理を行い、平均化信号を
出力する。或いは、等価部２１１は、フレーム画像信号に対して、上述の選択処理を行い
、選択信号を出力する。
【０２０１】
　図２４に示される如く、平均化信号又は選択信号は、選択部２１２Ｃに入力される。し
たがって、選択部２１２Ｃは、第１画像データを生成するための信号として、等価部２１
１によって処理された信号を受け、第２画像データを生成するための信号として、γ調整
部２１３によって処理された信号を受ける。選択部２１２Ｃは、第１画像データが書き込
まれる期間に、等価部２１１によって処理された信号を出力部２１４Ｃに出力する。また
、選択部２１２Ｃは、第２画像データが書き込まれる期間に、γ調整部２１３によって処
理された信号を出力部２１４Ｃに出力する。
【０２０２】
　図２９は、駆動部２２０Ｃが行う書込動作を示す概略的なグラフである。図２９（ａ）
は、第１画像データを書き込むための第１書込動作を示す。図２９（ｂ）は、第２画像デ
ータを書き込むための第２書込動作を示す。図２９は、ゲート線Ｌ１乃至Ｌ１２までの書
込動作を示す。図２９（ａ）及び図２９（ｂ）の横軸は、ゲート線Ｌ１乃至Ｌ１２までの
書込動作を行っている時間軸である。図２９（ａ）及び図２９（ｂ）の縦軸は、液晶パネ
ル２３１の垂直方向に位置を表す。図２３、図２４、図２６、図２８及び図２９を用いて
、第１書込動作及び第２書込動作が説明される。
【０２０３】
　等価部２１１は、図２６及び図２８に関連して説明された如く、垂直方向に整列した画
素を含む画素グループＧ１，Ｇ２，Ｇ３，Ｇ４内の画素に対して、等しい輝度を規定する
。したがって、駆動部２２０Ｃは、ゲート線Ｌ２ｔ－１，Ｌ２ｔ（ｔは自然数）上に第１
画像データを同時に書き込むことができる。この結果、ゲート線Ｌ２ｔ－１，Ｌ２ｔ（ｔ
は自然数）上の画素に対応する液晶は、同時に駆動される。
【０２０４】
　第２画像データは、γ調整部２１３によって処理された映像信号に基づき生成されるの
で、画素ごとに異なる輝度を潜在的に規定する。したがって、駆動部２２０Ｃは、ゲート
線Ｌ１から下端のゲート線に向けて、順次、第２画像データを書き込む。
【０２０５】
　本実施形態において、第１書込動作を行う駆動部２２０Ｃは、２つのゲート線Ｌ２ｔ－

１，Ｌ２ｔの組に同時に第１画像データの書き込みを行うので、ゲート線Ｌ１２までの書
き込みを完了するまでの第１書込動作の期間Ｔ１は、ゲート線Ｌ１２までの書き込みを完
了するまでの第２書込動作の期間Ｔ２の半分となる。比較的短期間で行われる第１書込動
作によって、液晶パネル２３１の液晶の駆動が表示面全体に亘って早期に開始されるので
、特に表示面下部領域におけるクロストークが低減される。
【０２０６】
　（書込回数を低減させるための表示制御方法）
　図３０は、検出部２２１が第１温度閾値を超える駆動部２２０Ｃの温度を検出したとき
の表示制御方法を概略的に示すフローチャートである。図１１、図１７、図２３、図２４
、図２９及び図３０を用いて、表示制御方法が説明される。
【０２０７】
　（ステップＳ３００）
　図２４に示される如く、検出部２２１は、駆動部２２０Ｃの温度を測定し、測定された
温度の情報を含む検出信号を判定部２１５Ｃに出力する。駆動部２２０Ｃは、第１画像デ
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ータ及び第２画像データを液晶パネル２３１に書き込む。尚、図２９に関連して説明され
た如く、第１画像データの液晶パネル２３１への書込は、第２画像データの書込よりも高
速に行われる。本実施形態において、ステップＳ３００は、駆動部の温度を測定する段階
として例示される。
【０２０８】
　（ステップＳ３１０）
　ステップＳ３１０において、判定部２１５Ｃは、駆動部２２０Ｃの温度が第１温度閾値
を超えているか否かを判定する。駆動部２２０Ｃの温度が、第１温度閾値を超えていない
ならば、ステップＳ３１０が繰り返される。ステップＳ３１０が繰り返されている間、駆
動部２２０は、第１画像データ及び第２画像データを液晶パネル２３１に書き込む。駆動
部２２０の温度が、第１温度閾値を超えているならば、ステップＳ３２０が実行される。
ステップＳ３１０の判定処理によって、２回の書込動作がなされるか、１回の書込動作が
なされるかが決定される。したがって、本実施形態において、ステップＳ３１０は、画像
データの書込回数を決定する段階として例示される。
【０２０９】
　（ステップＳ３２０）
　ステップＳ３２０において、γ調整部２１３は、γ値を調整し、第２画像データの輝度
レベルを、低減する。その後、ステップＳ３３０が実行される。尚、本実施形態において
、γ調整部２１３の輝度調整に関する処理は、第１実施形態又は第２実施形態の処理と同
様である。
【０２１０】
　（ステップＳ３３０）
　ステップＳ３３０において、判定部２１５Ｃは、輝度レベルが目標輝度レベルに到達し
たか否かを判定する。輝度レベルが目標輝度レベルに到達していないならば、ステップＳ
３２０が再度実行され、輝度レベルが更に低減される。図１１又は図１７に関連して説明
されたγ調整部２１３の出力特性が、書込動作の回数の低減に伴う輝度変化を視聴者に知
覚させない程度まで変更されると、γ調整部２１３は、通知信号を判定部２１５Ｃに出力
する。判定部２１５Ｃがγ調整部２１３から通知信号を受けると、ステップＳ３４０が実
行される。
【０２１１】
　（ステップＳ３５０）
　ステップＳ３５０において、判定部２１５Ｃは、選択部２１２Ｃに第１画像データの出
力を停止させる制御信号を出力する。選択部２１２Ｃが第１画像データの出力を停止する
と、ステップＳ３５５が実行される。
【０２１２】
　（ステップＳ３５５）
　ステップＳ３５５において、選択部２１２Ｃは、第１画像データの代わりに、第２画像
データを出力部２１４Ｃに出力する。この結果、第２画像データの書込タイミングが調整
される。書込タイミングの調整は、後述される。
【０２１３】
　（ステップＳ３６０）
　ステップＳ３６０において、駆動部２２０Ｃは、第２画像データの書込期間を徐々に延
長してもよい。ステップＳ３５５において、液晶パネル２３１が所定数のフレーム画像を
表示した後、或いは、駆動部２２０Ｃの温度低下が十分でないとき、ステップＳ３６０が
実行されてもよい。
【０２１４】
　（ステップＳ３７０）
　ステップＳ３７０は、ステップＳ３６０において、第２画像データの書込期間が十分に
長くなったとき、或いは、ステップＳ３５５が実行された後に行われる。ステップＳ３７
０において、駆動部２２０は、第２画像データのみを液晶パネル２３１に書き込む。ステ
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ップＳ３７０及び上述のステップＳ３００は、ステップＳ３１０の判定結果によって決定
された書込回数だけ画像データを書き込み、フレーム画像を液晶パネル２３１に表示させ
る工程である。したがって、ステップＳ３７０及びステップＳ３００は、フレーム画像を
液晶パネルに表示させる段階として例示される。
【０２１５】
　図３１は、図３０に関連して説明されたステップＳ３００における映像システム１００
Ｃの動作を示す概略的なタイミングチャートである。図２３、図２４、図３０及び図３１
を用いて、ステップＳ３００における映像システム１００Ｃの動作が説明される。
【０２１６】
　図３１のセクション（ａ）は、表示されるフレーム画像を示す。図３１のセクション（
ａ）に示される如く、液晶パネル２３１には、Ｒフレーム画像及びＬフレーム画像が交互
に表示される。
【０２１７】
　輝度調整の原理を明瞭に説明するために、図３１に関連する説明では、映像システム１
００Ｃは、Ｒフレーム画像及びＬフレーム画像ともに白色の映像を表示する。
【０２１８】
　図３１のセクション（ｃ）は、駆動部２２０Ｃによる液晶パネル２３１への画像データ
の書込動作を概略的に示す。上述の如く、Ｒフレーム画像又はＬフレーム画像を表示する
ために、駆動部２２０は、第１書込動作（第１画像データの書込）及び第２書込動作（第
２画像データの書込）を行う。書込動作は、液晶パネル２３１の上側領域から開始され、
下側領域で終了する。また、第１書込動作は、第２書込動作よりも高速に行われる。
【０２１９】
　図３１のセクション（ｂ）は、光学シャッタ部３１０の動作を示す。光学シャッタ部３
１０は、Ｒフレーム画像又はＬフレーム画像の表示時間の終了時（第２書込動作が終了し
てから後続のフレーム画像の表示期間が開始するまでの期間）に右シャッタ３１２又は左
シャッタ３１１を開く。右シャッタ３１２が開かれている間、視聴者は、Ｒフレーム画像
を視聴する。左シャッタ３１１が開かれている間、Ｌフレーム画像を視聴する。
【０２２０】
　図３１のセクション（ｄ）は、第１書込動作及び第２書込動作が実行されている間に印
加される電圧の極性を示す。Ｒフレーム画像を表示するとき、正の極性の電圧が印加され
る。Ｌフレーム画像を表示するとき、負の極性の電圧が印加される。この結果、中間電位
が維持されやすくなる。本実施形態において、正の極性及び負の極性のうち一方は、第１
極性として例示され、他方は第２極性として例示される。
【０２２１】
　図３１のセクション（ｅ）は、画素に充電される電位を示す。図３１のセクション（ｅ
）には、「＋９５」、「＋１００」、「－９５」及び「－１００」といった数値が示され
る。「＋」及び「－」は、図３１のセクション（ｄ）に関連して説明された電圧の極性を
意味する。「＋９５」、「＋１００」、「－９５」及び「－１００」といった数値は、画
素の充電電位を意味する。図３１のセクション（ｅ）に関連する説明において、「±１０
０」の数値は、「白色」を表現する電位を意味する。「±９５」の数値は、「白色」より
も暗く表現される色相（例えば、灰色）を意味する。
【０２２２】
　図３１のセクション（ｅ）に示される如く、第１書込動作の期間は短いため、最初のＲ
フレーム画像の表示において、充電電位は、目標とする「＋１００」の値に到達しない。
引き続き実行される第２書込動作によって、充電電位は、「＋１００」の値に到達する。
【０２２３】
　その後に表示されるＬフレーム画像の表示のために、駆動部２２０は、印加する電圧の
極性を「正」から「負」に変更する。Ｒフレーム画像と同様の白色のＬフレーム画像を表
示するためには、充電電位は、「＋１００」の値から「－１００」の値に変化する必要が
あるが、Ｌフレーム画像の表示のために実行される第１書込動作の期間は、当該充電電位
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の変動を生じさせるには短すぎる。結果として、Ｌフレーム画像の表示のために実行され
る第１書込動作の終了時において、充電電位は、「－９５」の値となっている。その後に
実行される第２書込動作によって、充電電位は、「－１００」の値に到達する。
【０２２４】
　図３１のセクション（ｆ）は、眼鏡装置３００を通じて、視聴者が視聴する輝度を示す
。図３１のセクション（ｆ）に示される「１００」の数値は、「白色」のフレーム画像を
視聴していることを意味する。尚、「１００」以下の数値は、「白色」よりも暗く表現さ
れる色相（例えば、灰色）を意味する。
【０２２５】
　図３２は、図３０に関連して説明されたステップＳ３２０における映像システム１００
Ｃの動作を示す概略的なタイミングチャートである。図１１、図１７、図２３、図２４、
図３０乃至３２を用いて、ステップＳ３２０における映像システム１００Ｃの動作が説明
される。
【０２２６】
　図３２のセクション（ａ）乃至セクション（ｄ）並びにセクション（ｆ）は、図３１の
セクション（ａ）乃至セクション（ｄ）並びにセクション（ｆ）にそれぞれ対応する。
【０２２７】
　図３２のセクション（ｅ）と図３１のセクション（ｅ）とを比較すると、第２書込動作
によって達成される充電電位が、徐々に低減されていることが分かる。図１１及び図１７
に関連して説明された如く、γ調整部２１３は、ステップＳ３２０が開始されると、出力
特性を変更し、充電電位を低減させる。したがって、後続のＬフレーム画像及びＲフレー
ム画像は、先行するＬフレーム画像及びＲフレーム画像の輝度レベルと比べて低くなる。
この結果、視聴者が視聴するフレーム画像の輝度は、徐々に低減する。
【０２２８】
　図３３は、図３１に関連して説明されたステップＳ３５０からステップＳ３５５までの
工程における映像システム１００Ｃの動作を示す概略的なタイミングチャートである。図
２３、図２４、図３０、図３１及び図３３を用いて、ステップＳ３５０からステップＳ３
５５までの工程における映像システム１００Ｃの動作が説明される。
【０２２９】
　図３３のセクション（ａ）、セクション（ｂ）並びにセクション（ｄ）乃至セクション
（ｆ）は、図３１のセクション（ａ）及びセクション（ｂ）並びにセクション（ｄ）乃至
セクション（ｆ）にそれぞれ対応する。
【０２３０】
　図３０に関連して説明された如く、ステップＳ３５０において、選択部２１２Ｃは、第
１画像データとして用いられる信号の出力を停止する。ステップＳ３５５において、選択
部２１２Ｃは、第２画像データとして用いられる信号の出力タイミングを調整する。この
結果、第２画像データとして用いられる信号は、Ｒフレーム画像又はＬフレーム画像の開
始と同期して出力される。
【０２３１】
　図３３のセクション（ｃ）は、ステップＳ３７０における駆動部２２０Ｃの第２画像デ
ータの書込動作を示す。図３３（ｃ）に示される如く、ステップＳ３５０及びステップＳ
３５５の処理の結果、第２画像データを書き込むための第２書込動作は、Ｒフレーム画像
及びＬフレーム画像の表示期間の開始時に同期して開始される。ステップＳ３２０におけ
る輝度低減の処理の結果、ステップＳ３５０及びステップＳ３５５の実行に伴う輝度変化
は、視聴者に検知されにくくなる。
【０２３２】
　（書込回数を増大させるための表示制御方法）
　判定部２１５Ｃは、第１実施形態と同様に、駆動部２２０Ｃの温度が第２温度閾値を下
回っているか否かを判定する。駆動部２２０の温度が、第２温度閾値を下回っているなら
ば、図３０に示される工程と逆の工程を経て、書込回数が増加される。
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【０２３３】
　本実施形態の原理は、様々な電子素子を用いて、実現される。例えば、上述の一連の制
御は、集積回路及びこれに組み込まれたプログラムを用いて実行されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０２３４】
　本発明は、フレーム画像の表示に対して複数回の書込動作を実行する表示装置及び表示
システムに好適に適用される。
【符号の説明】
【０２３５】
２００，２００Ａ，２００Ｂ，２００Ｃ・・・表示装置
２１０，２１０Ａ，２１０Ｂ，２１０Ｃ・・・映像信号処理部
２１３，２１３Ａ，２１２Ｂ・・・・・・・・γ調整部
２２０，２２０Ｂ，２２０Ｃ・・・・・・・・駆動部
２２１・・・・・・・・・・・・・・・・・・検出部
２３１・・・・・・・・・・・・・・・・・・液晶パネル

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】
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【図３１】 【図３２】

【図３３】 【図３４】
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